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集世界
に
き
ら
め
く

日
本
の
省
エ
ネ
技
術
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サハラ・フェスティバル
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オアシスで
砂漠の民が集う祭典

チュニジア
TUNISIA

　

地
中
海
沿
い
の
町
か
ら
砂
漠
の
中
に

延
び
る
一
本
道
を
数
時
間
、
ナ
ツ
メ
ヤ
シ

の
木
々
に
覆
わ
れ
た
オ
ア
シ
ス
が
現
れ

た
。
12
月
下
旬
の
四
日
間
、
サ
ハ
ラ
・
フ

ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
の
会
場
と
な
る
ド
ゥ
ー
ズ

の
町
に
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
や
中
近
東
諸
国
か

ら
の
観
光
客
が
集
ま
り
、
一
年
で
最
も
に

ぎ
や
か
な
シ
ー
ズ
ン
を
迎
え
る
。

　

観
客
席
か
ら
わ
く
歓
声
、
ス
ピ
ー
カ
ー

か
ら
響
く
ア
ラ
ブ
音
楽
…
。
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
は
、
鮮
や
か
な
衣
装
に
身
を
包
み
、

刀
を
持
っ
た
男
た
ち
が
馬
に
乗
り
、
砂
漠

の
民
の
勇
敢
な
姿
を
紹
介
し
て
始
ま
っ

た
。
猟
犬
に
よ
る
ウ
サ
ギ
狩
り
を
実
演

し
、
ト
ゥ
ア
レ
グ
族
が
伝
統
的
な
ダ
ン
ス

を
披
露
。
地
方
か
ら
集
ま
っ
た
女
の
子
た

ち
は
精
一
杯
の
化
粧
に
、
金
・
銀
の
首
飾

り
や
真
っ
赤
な
リ
ボ
ン
を
付
け
、
緊
張
し

な
が
ら
観
客
の
前
を
行
進
す
る
。

　

そ
し
て
「
ウ
ォ
ー
」
と
い
う
歓
声
と
と

も
に
始
ま
る
競
馬
が
祭
り
の
最
後
を
飾

る
。
砂
煙
を
立
て
な
が
ら
猛
ス
ピ
ー
ド
で

突
進
。
で
も
私
の
興
味
は
そ
れ
を
見
に
迫

る
ラ
ク
ダ
た
ち
に
あ
る
。
背
中
の
高
さ
が

２
メ
ー
ト
ル
の
特
大
な
ラ
ク
ダ
を
間
近
で

見
る
の
は
圧
巻
だ
。

　

今
年
で
42
回
目
を
迎
え
る
サ
ハ
ラ
・
フ

ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
※
。
夕
暮
れ
の
サ
ハ
ラ
の

風
景
の
中
で
見
せ
る
男
た
ち
の
真
剣
な
眼

差
し
に
、
か
つ
て
ラ
ク
ダ
と
と
も
に
暮
ら

し
た
人
々
の
姿
が
浮
か
ん
で
く
る
。

※

２
０
０
９
年
は
12
月
26
日
〜
29
日
に
開
催
。



JICAのビジョン

表紙  ○ｃ ELEMeNT /amanaimages

すべての人々が恩恵を受ける、
ダイナミックな開発を進めます

春夏秋冬

特集　

オアシスで砂漠の民が集う祭典

世界にきらめく
日本の省エネ技術
求められる 日本の省エネ技術
日本の省エネ技術とJICAの支援
省エネの推進でさらなる経済成長を　ベトナム
省エネ社会への第一歩を踏み出すために　サウジアラビア
日本の省エネ経験を南米の国々へ　日本

Inclusive and Dynamic Development

Contents

02

ゲンバの風

PLAYERS

髙橋 進　鷲鷹エコテック株式会社代表取締役・JICA専門家
省エネを推進していく人材を育てたい   （財）省エネルギーセンター

“オンパク的手法”で地域の可能性を広げよう　大分県別府市

カンボジアの学生から日本へ生きる力の贈り物　（社）セカンドハンド

18

地球号の子どもたち
山形から
モンゴルを照らす光を

22

JICA専門家ってどんな仕事をしているの？

MONO語り 子どもたちの未来を支える手作り雑貨39
MY ACTION 向井 亜紀　タレント40

ブルキナファソ

JICA に聞きたい！28
JICA UPDATE29
イチオシ！30

04

20

24

地球ギャラリー

「持たざる国」に
見る希望

31

DECEMBER 2009 No.15

編集・発行／独立行政法人 国際協力機構
Japan International Cooperation Agency : JICA

地域と世界のきずな

26 ココロとココロ 
～届け 私たちの思い～

世界に誇る日本発の省エネ技術の
一つ、青色発光ダイオード（LED）を
用いたクリスマスイルミネーションが
輝く東京・六本木。LEDは半永久的
に使用でき、白熱灯や蛍光灯に比べ
て消費電力も少ないのが特徴。



December 2009                         0405                         December 2009

　

1
1
1
億
ト
ン
―
。

　

こ
れ
は
、
2
0
0
7
年
の
世
界
の
エ
ネ
ル

ギ
ー
消
費
量
（
一
次
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
石
油
換

算
）だ
。現
代
社
会
が
大
量
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
資

源
に
支
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も

な
い
。日
常
生
活
に
欠
か
せ
な
い
電
気
、
ガ

ス
、水
道
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、社
会
基
盤
と

な
っ
て
い
る
交
通
、運
輸
、通
信
な
ど
、す
べ

て
が
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
利
用
し
て
い
る
。エ
ネ

ル
ギ
ー
な
し
に
は
成
り
立
た
な
い
暮
ら
し
。

ま
さ
に
私
た
ち
人
間
の〝
命
綱
〞だ
。

　

世
界
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
は
、
18
世
紀
の

産
業
革
命
以
降
、
右
肩
上
が
り
に
伸
び
続
け

て
き
た
。世
界
エ
ネ
ル
ギ
ー
機
関
（
Ｉ
Ｅ
Ａ
）

に
よ
れ
ば
、
2
0
3
5
年
に
は
1
6
9
億
ト

ン
に
ま
で
達
す
る
と
予
測
さ
れ
て
い
る
（
一

次
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
石
油
換
算
）。こ
の
増
加

量
の
う
ち
、
約
9
割
が
開
発
途
上
国
に
よ
る

も
の
と
い
う
か
ら
驚
き
だ
。中
で
も
目
覚
ま

し
い
の
は
、
着
実
な
経
済
成
長
を
続
け
て
い

る
中
国
や
イ
ン
ド
を
含
む
ア
ジ
ア
地
域
。現

在
の
２
倍
に
な
る
と
予
想
さ
れ
て
い
る
。

伸
び
続
け
る

世
界
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費

求
め
ら
れ
る

日
本
の
省
エ
ネ
技
術

資
源
の
枯
渇
や
価
格
の
高
騰
、
二
酸
化
炭
素
排
出
削
減
な
ど
、

近
年
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
巡
る
問
題
が
多
様
化
し
て
い
る
。

そ
の
解
決
策
と
し
て
注
目
さ
れ
る
の
が
省
エ
ネ
技
術
。

世
界
一
の
省
エ
ネ
国
・
日
本
の
技
術
に
、
今
、
世
界
中
が
期
待
を
寄
せ
て
い
る
。

特
集

世界の地域別一次エネルギー消費の見通し
※
現
在
の
技
術
的
・
経
済
的
条
件
の
下
で
資
源
を
採
掘
で
き
る
年
数
。

エネルギー資源の確認可採埋蔵量（2007年）

限
り
あ
る
資
源

経
済
発
展
に
不
可
欠
な
エ
ネ
ル
ギ
ー

石油
1兆2,379億バレル

石炭
8,474億トン

天然ガス
177兆ｍ3

ウラン
547万トン

中東
61％

欧州・
ユーラシア
11.6％

アフリカ
9.5％

中南米
9.0％

北米
5.6％

アジア・オセアニア
3.3％

あと

40年

アフリカ・中東
5.7％

中南米
1.9％

欧州・
ユーラシア
32.2％

アジア・オセアニア
30.6％

北米
29.6％

あと

133年

アフリカ
8.2％

中南米
4.4％

中東
41.2％

欧州・ユーラシア
33.5％

アジア・
オセアニア
8.2％

北米
4.5％

あと

60年

　

こ
の
ま
ま
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
使
い
続
け
る

と
、地
球
は
ど
う
な
っ
て
し
ま
う
の
だ
ろ
う
。

　

全
世
界
で
使
用
さ
れ
て
い
る
エ
ネ
ル
ギ
ー

資
源
は
、
石
油
・
石
炭
・
天
然
ガ
ス
・
ウ
ラ

ン
と
い
っ
た
有
限
の
化
石
燃
料
が
中
心
。こ

れ
ま
で
の
よ
う
な
ペ
ー
ス
で
消
費
量
が
増
え

続
け
れ
ば
、近
い
将
来
、確
実
に
資
源
は
枯
渇

す
る
と
い
わ
れ
て
い
る
。07
年
時
点
で
確
認

さ
れ
て
い
る
化
石
燃
料
の
可
採
年
数
※
は
、

石
油
が
約
40
年
、石
炭
が
約
1
3
3
年
、天
然

ガ
ス
が
約
60
年
、ウ
ラ
ン
が
約
1
0
0
年
。そ

う
遠
く
な
い
未
来
に
迫
る
危
機
｜
。

　

と
は
い
え
、
産
業
発
展
や
生
活
水
準
の
向

上
の
た
め
に
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
不
可
欠
だ
。日

本
を
は
じ
め
と
す
る
先
進
諸
国
は
、
経
済
発

展
の
過
程
で
多
く
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
消
費
し

て
き
た
。

　

だ
が
、資
源
が
枯
渇
す
れ
ば
大
き
な
混
乱

を
招
く
こ
と
は
確
実
。原
油
価
格
の
高
騰
や

産
油
国
の
紛
争
に
よ
る
供
給
不
安
な
ど
の
影

響
は
、
世
界
の
経
済
状
況
を
大
き
く
変
え
て

し
ま
う
。だ
か
ら
こ
そ
、ま
ず
は
限
り
あ
る
エ

ネ
ル
ギ
ー
資
源
を
効
率
良
く
安
定
的
に
、
し

か
も
長
期
に
使
え
る
よ
う「
省
エ
ネ
」を
進
め

な
が
ら
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
転
換
し

て
い
く
こ
と
が
重
要
な
の
だ
。

中国・北京の発電所。細長い煙突から出る煙は大気汚染や地
球温暖化の一因に。太く口の広い冷却塔から放出される蒸気
の再利用が進めば省エネにつながる ©Alamy/PPS通信社
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日
本
型
の
省
エ
ネ
技
術
を
生
か
し
て
、Ｊ

Ｉ
Ｃ
Ａ
は
20
年
以
上
前
よ
り
、
途
上
国
の
省

エ
ネ
対
策
を
支
援
し
て
き
た
。近
年
は
特

に
、
途
上
国
で
も
省
エ
ネ
に
対
す
る
問
題
意

識
が
高
ま
り
、
日
本
に
蓄
積
さ
れ
た
省
エ
ネ

技
術
を
移
転
し
て
ほ
し
い
と
の
期
待
が
寄

せ
ら
れ
て
い
る
。

　

日
本
の
経
験
に
基
づ
く
協
力
内
容
は
主

に
３
つ
に
分
け
ら
れ
る
。

　

ま
ず
、「
省
エ
ネ
制
度
の
構
築
」。
省
エ

ネ
は
社
会
の
さ
ま
ざ
ま
な
要
素
と
密
接
に

関
係
し
て
い
る
た
め
、
補
助
金
だ
け
、
減

税
だ
け
、
と
い
う
よ
う
に
一
つ
の
施
策
を

導
入
す
れ
ば
達
成
で
き
る
と
い
う
も
の
で

は
な
い
。
社
会
全
体
の
省
エ
ネ
の
仕
組
み

が
機
能
す
る
よ
う
、
そ
う
し
た
個
々
の
施

策
を
盛
り
込
ん
だ
制
度
を
つ
く
り
、
そ
れ

ら
を
複
合
的
に
実
施
し
て
い
く
こ
と
が
重
要

だ
。Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
は
専
門
家
の
派
遣
や
現
地
調

査
を
通
じ
て
こ
の
制
度
構
築
へ
の
ア
ド
バ
イ

ス
を
行
っ
て
い
る
。

　

そ
し
て
、「
政
府
に
よ
る
省
エ
ネ
サ
ー
ビ

ス
実
施
」。
エ
ネ
ル
ギ
ー
管
理
者
の
育
成
、

工
場
の
省
エ
ネ
診
断
、
消
費
者
の
意
識
改
革

の
た
め
の
広
報
・
啓
発
普
及
活
動
と
い
っ
た

サ
ー
ビ
ス
は
、
省
エ
ネ
社
会
づ
く
り
の
た
め

に
、
政
府
側
が
主
導
す
べ
き
重
要
な
取
り
組

み
の
一
つ
。
そ
こ
で
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
は
、
各
国
の

省
エ
ネ
関
連
機
関
が
民
間
セ
ク
タ
ー
に
よ
る

省
エ
ネ
に
向
け
た
努
力
を
牽
引
し
、
サ
ポ
ー

ト
し
て
い
け
る
よ
う
、
提
供
す
る
サ
ー
ビ
ス

の
質
の
向
上
に
協
力
。
具
体
的
に
は
、
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
タ
イ
プ
の
技
術
協
力
を
通
じ
て
診

断
機
材
な
ど
を
供
与
す
る
ほ
か
、
専
門
家
の

日
本
の
経
験
を
途
上
国
へ

省
エ
ネ
で
温
暖
化
に
立
ち
向
か
う

派
遣
や
日
本
で
の
研
修
を
通
じ
た
診
断
方
法

の
指
導
、
省
エ
ネ
の
資
格
制
度
づ
く
り
、
人

材
育
成
研
修
コ
ー
ス
の
設
立
な
ど
の
技
術
支

援
を
行
っ
て
い
る
。

　

３
つ
目
は
、「
省
エ
ネ
機
器
・
設
備
の
更
新
・

導
入
」。
途
上
国
の
企
業
や
工
場
の
多
く
は
、

高
効
率
の
機
器
や
設
備
を
新
た
に
導
入
で
き

る
ほ
ど
、
金
銭
的
な
余
裕
は
な
い
。
こ
う
し

た
事
情
を
踏
ま
え
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
は
、
現
地
の
金

融
機
関
に
省
エ
ネ
推
進
を
目
的
と
す
る
特
別

融
資
枠
の
た
め
の
資
金
を
提
供
し
、
企
業
や

工
場
に
よ
る
省
エ
ネ
へ
の
取
り
組
み
を
支
援

し
て
い
る
。

　

経
済
効
果
に
加
え
、
温
暖
化
対
策
と
し
て

も
ま
す
ま
す
期
待
が
高
ま
る
省
エ
ネ
｜
。
日

本
の
高
い
省
エ
ネ
技
術
が
、
世
界
に
羽
ば
た

く
と
き
が
来
て
い
る
。

　

日
本
は
省
エ
ネ
立
国
。省
エ
ネ
水
準
を
示

す
「
Ｇ
Ｄ
Ｐ
当
た
り
の
一
次
エ
ネ
ル
ギ
ー
消

費
量
」を
ほ
か
の
国
々
と
比
較
す
る
と
、Ｅ
Ｕ

と
ア
メ
リ
カ
で
日
本
の
約
２
倍
、
イ
ン
ド
は

約
5
・
5
倍
、中
国
は
約
8
倍
、ロ
シ
ア
に
至

っ
て
は
17
倍
に
も
上
る
。

　

日
本
の
省
エ
ネ
が
こ
れ
ほ
ど
進
ん
だ
の
は

な
ぜ
か
。

　

最
大
の
契
機
は
１
９
７
０
年
代
、
二
度
に

わ
た
る
オ
イ
ル
シ
ョ
ッ
ク
に
よ
り
原
油
の
価

格
が
高
騰
し
、
安
定
供
給
が
脅
か
さ
れ
た
こ

と
だ
。エ
ネ
ル
ギ
ー
資
源
の
大
半
を
海
外
か

ら
輸
入
し
て
い
る
日
本
。エ
ネ
ル
ギ
ー
危
機

を
回
避
す
る
た
め
、
政
府
は
国
を
挙
げ
て
省

エ
ネ
対
策
を
進
め
た
。

　

そ
し
て
78
年
に
で
き
た
の
が
、
産
業
、
民

生
、
運
輸
の
部
門
ご
と
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
管
理

や
省
エ
ネ
機
器
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る

「
省
エ
ネ
法
」。補
助
金
の
支
給
や
税
の
軽
減

に
よ
る
省
エ
ネ
推
進
環
境
の
整
備
、
技
術
開

発
な
ど
を
通
じ
て
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
効
率
化

を
図
り
、
省
エ
ネ
を
総
合
的
に
達
成
す
る
法

制
度
を
含
む
政
策
だ
。「
省
エ
ネ
法
」
で
は
、

一
定
規
模
以
上
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
使
用
す

る
工
場
に
対
し
て
「
エ
ネ
ル
ギ
ー
管
理
者
」

の
配
置
が
義
務
付
け
ら
れ
て
お
り
、
設
備
の

維
持
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
使
用
方
法
の
改
善
・

監
視
な
ど
が
行
わ
れ
て
い
る
。

　

こ
う
し
た
政
策
の
下
で
、
日
本
の
産
業
界

は
省
エ
ネ
を
進
め
た
。特
に
、
エ
ネ
ル
ギ
ー

消
費
全
体
の
半
数
近
く
を
占
め
て
い
た
製

造
業
が
、
利
益
の
拡
大
と
競
争
力
強
化
を
目

的
に
技
術
開
発
を
行
い
、
そ
の
結
果
、
エ
ネ

ル
ギ
ー
効
率
の
高
い
機
器
や
設
備
が
次
々

と
世
に
送
り
出
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　
「
省
エ
ネ
に
関
し
て
こ
れ
だ
け
体
系
だ
っ

た
法
律
を
つ
く
っ
た
の
は
、
日
本
が
初
め
て

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
」と（
財
）省
エ
ネ
ル

ギ
ー
セ
ン
タ
ー
・
国
際
協
力
本
部
の
吉
田

和
彦
さ
ん
。「
産
業
界
の
省
エ
ネ
は
ビ
ジ
ネ

世
界
最
高
レ
ベ
ル 

日
本
の
省
エ
ネ
技
術

GDP当たりの一次エネルギー消費量（2006年）

　

化
石
燃
料
の
大
量
消
費
は
、資
源
の
枯
渇

の
み
な
ら
ず
、二
酸
化
炭
素
排
出
量
の
増
大

と
い
う
大
き
な
問
題
も
引
き
起
こ
し
て
い

る
。世
界
全
体
で
そ
の
増
加
量
は
こ
こ
30
年

の
間
に
２
倍
近
く
に
及
び
、地
球
温
暖
化
の

要
因
と
さ
れ
て
い
る
。今
年
9
月
、
す
べ
て

の
主
要
排
出
国
の
参
加
に
よ
る
意
欲
的
な

合
意
を
前
提
に
、〝
２
０
２
０
年
ま
で
に
25

％
（
90
年
比
）
の
温
室
効
果
ガ
ス
削
減
を
目

指
す
〞と
い
う
中
期
目
標
お
よ
び
途
上
国
の

取
り
組
み
に
つ
い
て
の
支
援
に
か
か
る「
鳩

山
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
」
を
発
表
し
た
日
本
。

言
う
ま
で
も
な
く
、世
界
各
国
が
歩
調
を
合

わ
せ
て
、地
球
温
暖
化
に
立
ち
向
か
わ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

　

そ
の
カ
ギ
と
し
て
注
目
さ
れ
る
の
が
、

「
省
エ
ネ
」。世
の
中
に
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
浪

費
し
て
い
る
機
器
や
設
備
が
ま
だ
ま
だ
多

い
。例
え
ば
、
オ
フ
ィ
ス
の
パ
ソ
コ
ン
。使
用

者
が
モ
ニ
タ
ー
を
見
て
い
る
と
き
だ
け
稼

動
し
て
い
れ
ば
最
も
効
率
が
良
い
が
、
実
際

は
電
話
や
接
客
な
ど
応
対
中
も
エ
ネ
ル
ギ

ー
は
消
費
さ
れ
て
い
る
。こ
れ
は
ほ
ん
の
小

さ
な
例
だ
が
、そ
う
し
た
ロ
ス
は
大
規
模
な

オ
フ
ィ
ス
や
工
場
な
ど
で
は
決
し
て
無
視

で
き
な
い
。

　

だ
か
ら
こ
そ
、エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
量
の
大

き
な
企
業
や
工
場
な
ど
で
は
、高
効
率
の
設

備
を
導
入
す
れ
ば
大
き
な
省
エ
ネ
効
果
が

生
ま
れ
る
。そ
れ
に
よ
り
、
コ
ス
ト
が
大
幅

に
削
減
さ
れ
、企
業
競
争
力
の
強
化
や
利
益

の
拡
大
と
い
っ
た
経
済
効
果
に
つ
な
が
る
。
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ス
ベ
ー
ス
に
任
せ
て
お
く
べ
き
」
と
考
え
る

欧
米
と
は
異
な
っ
た
、
ま
さ
し
く〝
日
本
型
〞

の
政
策
で
、
日
本
は
世
界
で
も
類
を
見
な
い

省
エ
ネ
を
達
成
し
て
き
た
の
だ
。

同
時
に
、
二
酸
化
炭
素
排
出
量
も
大
き
く
抑

え
る
こ
と
も
で
き
る
の
だ
。

　

と
こ
ろ
が
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
経
済
成
長
に

不
可
欠
な
だ
け
に
、
途
上
国
で
は
温
暖
化
対

策
よ
り
経
済
発
展
を
重
視
す
る
傾
向
が
強

い
。し
か
し
一
方
で
、
各
家
庭
に
家
電
製
品

が
急
速
に
普
及
し
、
本
格
的
な
車
社
会
を
迎

え
始
め
た
途
上
国
。省
エ
ネ
に
は
高
額
な
設

備
投
資
や
高
い
技
術
が
必
要
と
さ
れ
る
イ

メ
ー
ジ
も
あ
る
が
、
実
は
コ
ス
ト
を
か
け
ず

に
、
そ
の
使
い
方
や
方
法
を
少
し
改
善
・
工

夫
す
る
だ
け
で
も
さ
ま
ざ
ま
な
効
果
が
期

待
で
き
る
。そ
の
た
め
、
資
金
や
技
術
が
不

足
す
る
途
上
国
も
実
施
で
き
る
有
用
か
つ

経
済
的
な
手
段
と
し
て
、
日
本
の
省
エ
ネ
技

術
が
注
目
さ
れ
て
い
る
。

エジプトの首都カイロの交通渋滞。本格的な車社会を迎える多くの途上国で、エネル
ギー消費量は増え続けている　©AFP=時事

ハリケーンによる洪水で浸水したハイチの街。途上
国ほど気候変動の影響を受けやすい 
©UN Photo/Marco Dormino

パナソニックエコテクノロジーセンター（兵庫県）のリサイクルラインで、ブラウン管テレビの部品を仕分けす
る従業員。廃棄物の減量や資源の有効利用など、産業界の地道な努力が日本の省エネを推し進めてきた 
©EPA=時事

具
体
的
な
日
本
の
技
術
や
ノ
ウ
ハ
ウ
は

8
ペ
ー
ジ
を
参
照
。



車両に搭載されているモーターをブレーキ作動時に発電機として利用す
ることにより、運動エネルギーを電力に変換するシステム。そこで得られた
電力を再び架線に戻し、インバーターを通じて直流から交流に変換する
ことで、別の電車が起動するエネル
ギーとして再利用される仕組みになっ
ている。通常のブレーキと比較して、
3～４割程度の電力節約が見込まれ
ている。地球温暖化防止に貢献する
省エネ技術として、日本では自動車、
電車、新幹線、エレベーターなどで広
く使用されている。

インドの首都デリーの交通渋滞、排気ガスによる大気汚染を軽減するた
め、2002年に開通した「デリーメトロ」の建設に円借款を供与。フェーズ
1では3路線・総延長約65キロ（うち円借款対象は59キロ）が開通し、現
在も市街地と空港を結ぶ「空港線」を含め延長工事を実施中。完成す
れば、総延長約208キロになる予定だ。車両の提供には三菱商事（株）
と三菱電機（株）が協力しており、この電力回生ブレーキシステムが搭載
されている。年間約4万トンの二酸化炭素の排出量削減に貢献し、07
年12月にはクリーン開発メカニズム（CDM）事業として国連で承認され、
鉄道分野では世界初のCDM登録事業として注目された。CDMによる
排出権購入は日本カーボンファイナンス（株）が担当している。

「コジェネレーションシステム」とも呼ばれるこの発電システムは、ガスター
ビン、排熱回収ボイラー、蒸気タービンから構成され、１つの燃料から電気
と熱、２つのエネルギーを同時に取り出すというもの。石油や天然ガス、
石炭などを燃焼させて発電する際に、これまでは空気中に放出され無駄
になっていた排熱がこのシステムによって回収され、電気のみならず熱エ
ネルギーとして、近隣工業団地への送気や冬場の家庭用暖房蒸気とし
て再利用できるのだ。省エネ効果はもちろん、経済性も高いことから、日
本では大型発電所や工場、ホテル、病院で導入。小型の家庭用システ
ムも開発されている。

経済が急成長する中国のエネルギー消費量はアメリカに次いで世界第
２位。都市部を中心に、大気汚染などの環境問題が深刻になっている。
その中で北京市は、自動車の排ガスや石炭使用量の規制など大気汚
染対策に乗り出し、その最大の原因であった石炭ボイラー式暖房を廃
止。代替エネルギー源として熱電併給システムの導入を決定した。JICA
は2002年に円借款を通じてこの取り組みを支援。カワサキプラントシス
テムズ（株）が、機器の供給や据え付け、試運転の運営管理、技術指導
などを実施。年間30万トンに上る石炭使用量の削減が見込まれてい
る。また同社は、セメントの製造過程で発生する排熱を再利用する「セメ
ント排熱発電設備」を、独立行政法人新エネルギー・産業技術総合開
発機構（NEDO）を通じて安徽省と広西チワン族自治区に導入。現在で
は88プラントに広がるなど、世界のセメント生産量の約半分を占める中
国の省エネに大きく貢献している。

国家資格でもあるこの制度は、1979 年に制定された「省エネルギー法」
に基づいて定められたもの。一年間のエネルギー使用量が一定規模以上
に達する工場は、エネルギー管理士の資格を有するエネルギー管理者を
選任し、エネルギー使用状況の報告や省エネ改善に関する中長期計画を
毎年作成、政府に提出することが義務付けられている。エネルギー管理者
の主な業務は、エネルギーを消費する設備の維持、エネルギー使用方法
の監視・改善とその報告など。事業者・従業員の意識啓発も行う。この
制度を設けたことで、日本では飛躍的に産業部門の省エネが進んだ。

管理士制度に対する協力は、特にエネルギー消費量の増加が顕著な
国々で進められている。その一つがタイ。1992年に管理士制度を導入し
たものの、資格保持者が数・能力ともに不足していたことから、JICAは
2002～05年に「エネルギー管理者訓練センター」の設立に協力、管理
士の教育システムとして4種類の研修コースを設置した。また、同様の支
援をポーランド（04～08年）、トルコ（2000～05年）、イラン（03～07
年）でも実施。ポーランドでは、企業管理者を対象とした「エクゼクティブ・
マネージャーコース」、技術者を対象とした「管理者研修」など受講者のニ
ーズに基づいた複数の研修プログラムを実施。知識や技術の習得に併
せ、最新の省エネ技術に触れる機会を設けて研修の質を向上させた。イ
ランでは「国家エネルギー管理訓練センター」の設立に協力し、企業の技
術者のエネルギー管理に関するトレーニングを実施。こうした協力の成果
として、タイとトルコはエネルギー管理士養成のために周辺国からも研修
員を受け入れており、周辺地域における省エネ推進の拠点国としての役
割が期待されている。

常に省エネの最高基準となる製品をつくり、世の中に省エネ型の製品を
普及していこう、というこの制度。対象製品の製造業者は、新製品の省エ
ネ性能を、市場に出回っている製品以上にする必要があり、まさに省エネ
技術の最先端（トップ）を走る製品（ランナー）を生み出す制度となってい
る。日本での導入は1999年。省エネ努力によってエネルギー消費に抑
制が働いた産業部門に比べ、消費量が増え続けている民生・運輸部門
への対策として設けられた。2009年7月現在、自動車、エアコン、テレビ、
パソコンなど23製品が対象となっている。

急速な経済成長に伴いエネルギー消費量が増え続けているインドでは、
大企業と比べて設備の老朽化が顕著な中小零細企業のエネルギー利
用効率が悪く、改善の必要性が高まっている。JICAは2008年に円借款
を供与。現地の金融機関を通じて、省エネ設備への投資に必要な資金を
各工場に融資すると同時に、省エネ分野の金融制度の普及を支援して
いる。また、日本のトップランナー方式を応用して最先端の省エネ機器導
入への協力なども行っている。

製造業者に省エネ努力を促すとともに、消費者の省エネへの意識を高め
ることを目的に2000年に導入され、その後改善されてきたのがこの制度。
省エネ製品の目印として、対象製品には緑の四角いラベルが張られてい
る。星の数が表すのは、省エネ性能。省エネ基準に基づき製品が5段階で
評価される。一方、丸いマークの「省エネラベル」が表すのは、省エネ基準
の達成度合いだ。達成率が100％以上なら緑色で、未達成の場合はオレ
ンジ色で表示される。下段には、エネルギー効率を消費者に分かりやすく
知らせるため、年間の目安電気料金が書かれている。

インドネシアでは1980年代から省エネを推進している。しかし、石油や天
然ガスなど豊富なエネルギーに恵まれ、省エネに対する意識はまだまだ低
い。JICAは2007年～09年に省エネ促進計画の策定を支援。高効率
電灯を対象に導入が進められているラベリング制度については、まずその
確実な運用の必要性を提言した。その上で、冷蔵庫やエアコン、テレビな
ど、これから普及拡大が予測される家電製品についても、今後は導入を
検討すべきと提案している。

日
本
に
は
、高
い
省
エ
ネ
効
果
を
も
た
ら
し
た
独
自
の
技
術
が
あ
る
。

そ
れ
が
今
、海
を
越
え
て
、世
界
の
国
々
で
活
躍
し
て
い
る
。

技術

JICAの協力

技術

電力回生ブレーキシステムトップランナー方式

技術

熱電併給システム
エネルギー管理士制度

技術

JICAの協力

省エネラベリング制度

技術

特集
世界にきらめく
日本の省エネ技術

インド
デリー高速輸送システム建設計画
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インバーターで変換された電力が他車
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中国
北京市環境整備事業
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インドネシア
省エネルギー普及促進調査
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日
本
の

省
エ
ネ
技
術
と

J
I
C
A
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支
援
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10
月
下
旬
、
長
く
続
い
た
雨
期
が

終
わ
り
に
近
づ
き
、
暑
さ
も
少
し
和

ら
ぎ
始
め
た
ハ
ノ
イ
。
ふ
と
顔
を
上

げ
る
と
、
車
や
バ
イ
ク
が
ク
ラ
ク
シ

ョ
ン
を
鳴
ら
し
な
が
ら
、
目
の
前
を

通
り
過
ぎ
て
行
く
。日
本
と
は
違
う
、

あ
る
種
独
特
の
都
市
の
喧
騒
―
―
近

年
、
成
長
著
し
い
こ
の
国
の
活
気
を

象
徴
す
る
か
の
よ
う
だ
。
そ
う
、
ベ

ト
ナ
ム
は
今
、
発
展
の
真
っ
た
だ
中

に
あ
る
。

　

1
9
8
6
年
の
ド
イ
モ
イ
政
策
を

契
機
に
、
市
場
経
済
に
移
行
し
た
ベ

ト
ナ
ム
。
90
年
代
に
は
、
日
本
を
は

じ
め
多
く
の
先
進
諸
国
が
、
新
た
な

投
資
先
と
し
て
注
目
し
始
め
た
。
ア

ジ
ア
経
済
危
機
に
よ
り
そ
の
勢
い
は

一
時
停
滞
し
た
が
、
今
も
な
お
、
順

調
な
経
済
発
展
を
続
け
て
い
る
。

　

し
か
し
こ
の
急
速
な
発
展
に
伴

い
、
ハ
ノ
イ
、
ホ
ー
チ
ミ
ン
な
ど
都

市
部
を
中
心
に
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
量

が
大
幅
に
増
加
。
90
年
か
ら
2
0
0

5
年
の
間
で
、
そ
の
数
値
は
5
倍
に

も
及
ん
だ
。
通
常
、
電
力
の
使
用
は

夕
方
時
に
ピ
ー
ク
に
達
す
る
こ
と
が

多
い
が
、
到
底
、
供
給
が
追
い
付
か

な
い
。
海
外
の
企
業
か
ら
は
生
産
ラ

イ
ン
へ
の
影
響
に
対
す
る
懸
念
も
あ

り
、「
電
気
代
を
上
げ
て
で
も
、
早

急
に
改
善
し
て
ほ
し
い
」
と
い
う
声

も
出
る
ほ
ど
。
電
力
不
足
を
補
う
た

め
に
は
、
計
画
的
な
停
電
や
発
電
施

設
の
増
設
な
ど
を
実
施
し
て
対
処
せ

ざ
る
を
得
な
い
状
況
に
あ
っ
た
。　

　

と
は
い
え
、
電
気
代
が
１
キ
ロ
ワ

ッ
ト
当
た
り
約
5
円
（
日
本
で
は
約

20
円
）
と
比
較
的
安
価
で
あ
る
こ
と

か
ら
、
国
民
の
間
に
は
〝
省
エ
ネ
〞

と
い
う
認
識
は
あ
ま
り
浸
透
し
て
い

な
い
。
電
力
不
足
へ
の
対
応
は
も
は

や
部
分
的
な
対
処
療
法
で
な
く
、
国

家
全
体
で
取
り
組
ん
で
い
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
重
要
な
課
題
の
一
つ
に

な
っ
て
い
た
。

　

そ
こ
で
03
年
、
ベ
ト
ナ
ム
政
府
は

省
エ
ネ
政
策
の
第
一
歩
と
し
て
、
エ

ネ
ル
ギ
ー
効
率
化
と
省
エ
ネ
を
促
進

す
る
法
令
を
制
定
。
ま
ず
は
年
間
の

電
力
消
費
量
が
3
0
0
万
キ
ロ
ワ
ッ

ト
以
上
の
工
場
に
対
し
、
エ
ネ
ル
ギ

ー
管
理
報
告
書
の
提
出
を
義
務
付

け
た
。
さ
ら
に
06
年
に
は
「
省
エ
ネ

ル
ギ
ー
国
家
目
標
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
を

打
ち
出
し
、
消
費
エ
ネ
ル
ギ
ー
を

2
0
1
0
年
ま
で
に
3
〜
5
％
、

2
0
1
5
年
ま
で
に
5
〜
8
％
削
減

す
る
こ
と
を
具
体
的
な
数
値
目
標
と

し
て
設
定
。
こ
れ
に
伴
い
、
ベ
ト
ナ

ム
商
工
省
の
科
学
技
術
局
に
「
省
エ

ネ
ル
ギ
ー
室
」
が
設
置
さ
れ
た
。

　

し
か
し
、
政
府
レ
ベ
ル
で
省
エ
ネ

促
進
の
動
き
が
高
ま
る
一
方
、
実
施

に
至
る
ま
で
に
必
要
な
人
材
、
ノ
ウ

ハ
ウ
が
整
っ
て
い
な
い
。
そ
こ
で
Ｊ

Ｉ
Ｃ
Ａ
は
ベ
ト
ナ
ム
政
府
か
ら
の
要

請
を
受
け
、
08
年
に
「
省
エ
ネ
ル
ギ

ー
促
進
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
調
査
」
を

開
始
。
国
家
目
標
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
達

成
す
る
た
め
に
有
効
な
ロ
ー
ド
マ
ッ

プ
の
作
成
に
取
り
掛

か
っ
た
。

　
「
最
初
は
〝
省
エ

ネ
っ
て
何
？
〞
と
い

う
意
見
が
ほ
と
ん
ど

で
し
た
」
と
言
う
の

は
、
調
査
団
長
を
務

め
た
電
源
開
発
株
式

会
社
の
吉
田
公
夫
さ

ん
。「
そ
こ
で
ま
ず

は
、
省
エ
ネ
が
今
な

ぜ
必
要
な
の
か
、
そ

し
て
、
省
エ
ネ
に
取

り
組
む
こ
と
に
よ
っ

て
ど
ん
な
利
益
が
あ

る
の
か
を
、
説
明
す

る
こ
と
か
ら
始
め
た

の
で
す
」。
吉
田
さ

ん
率
い
る
調
査
団

は
、
ハ
ノ
イ
、ホ
ー
チ

ミ
ン
、
ダ
ナ
ン
の
3

都
市
で
、ワ
ー
ク
シ
ョ

ッ
プ
を
計
6
回
に
わ

た
り
実
施
。
科
学
技

術
局
、
省
エ
ネ
ル
ギ

ー
セ
ン
タ
ー
、
大
学

機
関
、
消
費
者
代
表
な
ど
、
現
地
で

省
エ
ネ
に
携
わ
る
人
々
が
一
堂
に
会

す
る
場
を
設
け
た
。
ま
た
工
場
・
ビ

ル
診
断
を
通
じ
て
、
現
地
の
コ
ン
サ

ル
タ
ン
ト
と
の
協
業
や
技
術
指
導
を

行
っ
た
。

　

さ
ら
に
今
年
8
月
に
は
、
政
府
系

from ベトナム
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衛生陶器工場で廃
熱回収の可能性を
診断する、調査団の
福島演雄（中央）さ
んと石川亘さん（右）

製鉄所のモニター室（左）では、
主要機器の運転状況（右）が管
理されている

ダナンで行われたワークショップでは、ＪＩＣＡからの提案、円借款による低利融資などについての発表が行われた

ベトナム

ダナン

ハノイ

ホーチミン



機
関
の
省
エ
ネ
関
係
者
10
人
が
来

日
。
省
エ
ネ
に
関
す
る
講
義
を
受
け

た
ほ
か
、
磯
子
火
力
発
電
所
（
神
奈

川
県
横
浜
市
）
の
視
察
な
ど
を
通
じ

て
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
〝
使
う
側
〞
だ

け
で
な
く
、〝
供
給
す
る
側
〞
の
省

エ
ネ
技
術
に
も
刺
激
を
受
け
て
い
た

と
い
う
。「
各
機
関
の
代
表
者
が
問

題
意
識
を
共
有
す
る
い
い
機
会
だ
っ

た
と
思
い
ま
す
」
と
吉
田
さ
ん
は
振

り
返
る
。

　
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
は
今
年
9
月
の
最
終
ワ

ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
に
お
い
て
、
約
1
年

半
の
調
査
を
経
て
明
ら
か
に
な
っ
た

情
報
や
協
議
内
容
を
踏
ま
え
、
今
後

ベ
ト
ナ
ム
が
、
自
立
的
に
省
エ
ネ
を

実
践
し
て
い
く
た
め
に
優
先
す
べ
き

ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
を
提
案
し
た
。

　

ま
ず
一
つ
は
、「
エ
ネ
ル
ギ
ー
管

理
士
制
度
」
の
導
入
だ
。
日
本
で
は

規
定
量
以
上
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
使
用

す
る
工
場
や
事
業
所
に
関
し
て
、「
エ

ネ
ル
ギ
ー
管
理
者
」
を
置
く
こ
と
が

義
務
付
け
ら
れ
て
い
る
。
ベ
ト
ナ
ム

で
も
こ
れ
を
最
優
先
課
題
と
し
、
エ

ネ
ル
ギ
ー
管
理
者
を
配
置
す
る
法
令

の
施
行
を
検
討
中
だ
。「
法
令
を
待

た
ず
と
も
、
ま
ず
は
そ
れ
ぞ
れ
が
省

エ
ネ
意
識
を
持
ち
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
管

理
の
一
連
の
サ
イ
ク
ル
（
体
制
整
備

↓
デ
ー
タ
収
集
・
分
析
↓
目
標
設
定

↓
計
画
↓
実
施
↓
効
果
計
測
↓
評
価

↓
レ
ビ
ュ
ー
・
改
善
）
を
実
践
す
る

こ
と
に
よ
る
効
果
も
大
き
い
は
ず
で

す
」
と
吉
田
さ
ん
は
話
す
。

　

次
に
、
省
エ
ネ
効
率
の
高
い
製
品

に
星
を
付
け
て
評
価
す
る
、
日
本
で

も
お
な
じ
み
の「
ラ
ベ
リ
ン
グ
制
度
」

の
構
築
。
す
で
に
ベ
ト
ナ
ム
で
は
、

蛍
光
灯
な
ど
3
品
目
に
お
い
て
任
意

制
で
実
施
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
制
度

を
エ
ア
コ
ン
や
冷
蔵
庫
、
洗
濯
機
な

ど
、
今
ま
さ
に
一
般
家
庭
へ
の
普
及

が
進
み
つ
つ
あ
る
主
要
家
電
に
適
用

す
れ
ば
、
消
費
者
へ
の
情
報
発
信
、

製
造
業
者
や
小
売
店
な
ど
へ
の
啓
発

効
果
も
期
待
で
き
る
。

　

さ
ら
に
、
ベ
ト
ナ
ム
で
省
エ
ネ
促

進
を
阻
害
す
る
大
き
な
要
因
の
一

つ
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
使
用
に
関
す
る
数

量
的
な
デ
ー
タ
管
理
も
早
急
に
必
要

だ
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
す
で
に

統
計
局
と
協
議
が
重
ね
ら
れ
て
お

り
、
最
初
は
紙
ベ
ー
ス
ま
た
は
ウ
ェ

ブ
ベ
ー
ス
で
エ
ネ
ル
ギ
ー
使
用
量
の

デ
ー
タ
を
提
出
す
る
こ
と
を
義
務
付

け
、
将
来
的
に
は
省
エ
ネ
デ
ー
タ
管

理
シ
ス
テ
ム
を
構
築
し
、
ウ
ェ
ブ
で

一
本
化
し
て
い
く
。「
こ
の
3
つ
の
ア

ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
を
実
践
す
る
こ
と

で
、
2
0
1
5
年
ま
で
に
最
低
で
も

5
〜
10
％
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
削
減
で

き
る
」
と
吉
田
さ
ん
は
期
待
す
る
。

　

ま
た
現
在
、
日
本
の
経
済
産
業
省

か
ら
派
遣
さ
れ
て
い
る
専
門
家
の
支

援
を
受
け
な
が
ら
、
省
エ
ネ
ル
ギ
ー

法
の
策
定
作
業
が
最
終
段
階
に
入
っ

て
い
る
。
日
本
の
省
エ
ネ
法
を
念
頭

に
作
成
さ
れ
て
い
る
こ
の
法
案
は
、

3
年
以
上
か
け
て
改
訂
が
進
め
ら

れ
、
来
年
7
月
に
は
施
行
予
定
だ
。

　

さ
ら
に
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
は
、現
場
レ
ベ
ル

の
省
エ
ネ
を
後
押
し
す
べ
く
、
今
年

11
月
か
ら
円
借
款
に
よ
り
省
エ
ネ
機

材
の
普
及
促
進
を
目
的
と
し
た
「
省

エ
ネ
ル
ギ
ー
・
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ

ー
促
進
事
業
」
を
開
始
。
産
業
分
野

で
必
要
と
さ
れ
て
い
る
省
エ
ネ
機
材

を
導
入
す
る
た
め
の
資
金
協
力
を
行

っ
て
い
る
。
昨
年
7
月
に
は
同
事
業

の
実
施
に
先
駆
け
て
、（
社
）日
本
プ

ラ
ン
ト
協
会
と（
財
）日
本
経
済
研
究

所
と
の
協
働
で
事
前
調
査
が
行
わ
れ

た
。

　

調
査
団
員
の
佐
藤
尚
志
さ
ん
は

「
工
場
で
は
、
蒸
気
や
空
気
が
輸
送

や
生
産
工
程
で
漏
れ
て
い
た
り
、
ま

だ
ま
だ
無
駄
が
あ
る
こ
と
を
感
じ
ま

し
た
。
で
も
裏
を
返
せ
ば
、
そ
れ
だ

け
省
エ
ネ
が
進
む
余
地
が
あ
る
と
い

う
こ
と
。
工
場
内
で
も
〝
節
約
〞
の

張
り
紙
が
し
て
あ
っ
た
り
、
意
識
は

高
ま
り
つ
つ
あ
り
ま
す
」
と
話
す
。

今
回
の
円
借
款
で
は
、エ
ネ
ル
ギ
ー
多

消
費
産
業
（
鉄
鋼
、
セ
メ
ン
ト
、
食

品
加
工
、
繊
維
）
を
優
先
的
に
、
ハ

ー
ド
面
の
充
実
化
を
図
る
べ
く
、
省

エ
ネ
効
果
が
実
証
さ
れ
て
い
る
機
材

（
製
造
過
程
で
発
生
す
る
廃
熱
や
蒸

気
、
バ
イ
オ
ガ
ス
を
活
用
し
て
新
た

な
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
生
産
す
る
シ
ス
テ

ム
な
ど
）を
供
与
し
て
い
く
計
画
だ
。

　

工
場
へ
の
融
資
を
担
当
す
る
ベ
ト

ナ
ム
銀
行
海
外
投
資
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

部
の
グ
エ
ン
・
ホ
ア
ン
・
チ
ュ
ン
さ
ん

は
、「
省
エ
ネ
は
ベ
ト
ナ
ム
に
と
っ

て
、
ま
っ
た
く
の
新
し
い
分
野
。
大

き
な
挑
戦
で
す
。
そ
れ
で
も
今
省
エ

ネ
に
取
り
組
む
こ
と
で
、
ベ
ト
ナ
ム

は
大
き
く
変
化
す
る
は
ず
。
積
極
的

に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
」
と
意
欲

を
見
せ
る
。
ま
た
、
ホ
ー
チ
ミ
ン
省

エ
ネ
ル
ギ
ー
セ
ン
タ
ー
の
ユ
イ
ン
・

キ
ム
・
ト
ク
所
長
も
、「
省
エ
ネ
を

普
及
さ
せ
る
た
め
に
は
、
法
制
度
の

整
備
、
意
識
の
向
上
、
資
金
の
確
保

な
ど
、
た
く
さ
ん
の
課
題
が
あ
り
ま

す
が
、Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
の
総
合
的
な
支
援

に
よ
り
一
歩
踏
み
出
す
こ
と
が
で
き

た
。
ベ
ト
ナ
ム
が
さ
ら
に
経
済
発
展

を
遂
げ
て
い
け
る
よ
う
、
効
率
的
な

エ
ネ
ル
ギ
ー
使
用
を
推
進
し
て
い
き

た
い
」
と
話
す
。

　

さ
ら
に
現
在
、Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
は
イ
ン

ド
ネ
シ
ア
に
続
い
て
、
ベ
ト
ナ
ム
で

「
気
候
変
動
対
策
プ
ロ
グ
ラ
ム
ロ
ー

ン
」
の
形
成
を
検
討
中
。
気
候
変
動

対
策
に
対
す
る
政
策
支
援
の
一
環
と

し
て
、省
エ
ネ
分
野
で
の
さ
ら
な
る

ア
ク
シ
ョ
ン
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。

　

今
ま
さ
に
〝
省
エ
ネ
〞
と
い
う
、

新
た
な
挑
戦
に
向
か
っ
て
走
り
出
し

た
ベ
ト
ナ
ム
。
さ
ら
な
る
経
済
成
長

と
省
エ
ネ
と
の
両
立
を
目
指
し
、
こ

れ
か
ら
〝
オ
ー
ル
ベ
ト
ナ
ム
＆
オ
ー

ル
ジ
ャ
パ
ン
〞で
突
き
進
ん
で
い
く
。

省
エ
ネ
促
進
の
た
め
の

ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
描
く

円
借
款
を
活
用
し

省
エ
ネ
機
材
を
導
入
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日本の研修では、電源開発の社員による講義やグループワーク、高効率の磯子火力発電所の視察を経
験。日本の省エネの現場の声に熱心に耳を傾けていた

セメント生成過程で放出される蒸気を発電に活用すれば、
工場全体の電力消費量の30％が賄える

製鉄所など工場での調査を通じて、省エネの必要性が再確認された



　

世
界
最
大
の
産
油
国
で
あ
り
、
豊

富
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
資
源
に
恵
ま
れ
た

中
東
の
大
国
、サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
。電

力
の
す
べ
て
を
火
力
発
電
で
賄
う
こ

の
国
で
は
、
発
電
に
使
わ
れ
る
石
油

や
天
然
ガ
ス
な
ど
の
燃
料
費
は
非
常

に
安
く
、
電
気
代
も
日
本
の
約
10
分

の
１
に
過
ぎ
な
い
。そ
の
た
め
、
節
電

や
エ
ネ
ル
ギ
ー
効
率
の
改
善
に
対
す

る
社
会
や
人
々
の
意
識
は
ま
だ
ま
だ

低
い
の
が
現
状
だ
。

　

サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
の
電
力
消
費

は
、
約
半
分
が
住
宅
関
連
で
占
め
ら

れ
て
い
る
。各
家
庭
に
普
及
し
て
い

る
の
は
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
効
率
の
極
め

て
悪
い
旧
型
の
空
調
機
が
大
半
だ
。

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
猛
暑
と
な
る
長

い
夏
の
間
は
、
外
出
す
る
際
や
夜
中

で
も
冷
房
を
つ
け
っ
ぱ
な
し
に
し
て

い
る
こ
と
が
多
い
。

　

ま
た
、
商
業
関
連
で
は
建
物
や
商

業
用
機
器
の
不
十
分
な
管
理
が
電
力

の
浪
費
に
つ
な
が
っ
て
お
り
、
全
国

に
６
万
以
上
あ
る
モ
ス
ク
（
イ
ス
ラ

ム
教
の
礼
拝
堂
）で
も
、利
用
時
間
に

関
係
な
く
空
調
が
１
日
中
稼
動
し
て

い
る
。

　

だ
が
、
そ
ん
な
サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア

で
、近
年
、省
エ
ネ
政
策
の
推
進
を
求

め
る
声
が
に
わ
か
に
高
ま
っ
て
い

る
。人
口
増
加
に
伴
う
電
力
需
要
の

急
激
な
伸
び
と
発
電
施
設
の
不
足
に

よ
り
、
電
力
の
供
給
が
足
り
な
く
な

る
と
い
う
事
態
が
、
現
実
の
も
の
と

な
り
つ
つ
あ
る
か
ら
だ
。

　

そ
う
し
た
中
、
２
０
０
２
年
に
Ｊ

Ｉ
Ｃ
Ａ
の
電
力
管
理
研
修
で
、
サ
ウ

ジ
ア
ラ
ビ
ア
水
・
電
力
省
の
高
官
が

日
本
の
省
エ
ネ
政
策
や
技
術
を
学
ん

だ
こ
と
が
き
っ
か
け
と
な
り
、
サ
ウ

ジ
ア
ラ
ビ
ア
政
府
が
省
エ
ネ
政
策
の

策
定
支
援
を
日
本
に
依
頼
。そ
れ
を

受
け
、Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
は
07
年
よ
り
、同
国

の
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
・
需
要
動
向
や

政
策
を
評
価
し
、
省
エ
ネ
政
策
を
提

案
す
る
「
電
力
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
マ
ス

タ
ー
プ
ラ
ン
調
査
」を
実
施
し
た
。

　

調
査
で
は
、
日
本
の
さ
ま
ざ
ま
な

省
エ
ネ
制
度
に
基
づ
い
た
政
策
案

を
、
産
業
・
商
業
・
住
宅
・
宗
教
な

ど
各
セ
ク
タ
ー
関
係
者
に
示
し
、
意

見
を
聞
く
た
め
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

を
25
回
に
わ
た
り
開
催
。さ
ら
に
、セ

ク
タ
ー
ご
と
の
電
力
の
使
用
状
況
も

調
査
し
た
。そ
れ
ら
を
手
に
、エ
ネ
ル

ギ
ー
政
策
の
関
係
者
や
関
係
機
関
と

の
協
議
を
進
め
、09
年
3
月
、電
力
の

省
エ
ネ
基
本
方
針
と
、
導
入
を
検
討

す
べ
き
13
の
方
策
を
示
し
た
省
エ
ネ

の
推
進
計
画
案（
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
）

が
完
成
し
た
。

　
「
電
力
消
費
に
お
け
る
エ
ネ
ル
ギ

ー
効
率
の
改
善
」、「
社
会
の
省
エ
ネ

意
識
の
浸
透
」、「
２
０
３
０
年
ま
で

に
電
力
原
単
位
※
１
の
30
％
改
善
」

―
。マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
に
掲
げ
ら
れ

た
こ
れ
ら
の
基
本
方
針
に
沿
っ
て
政

策
を
推
進
す
る
た
め
、Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
は

09
年
2
月
よ
り
短
期
専
門
家
を
派
遣

し
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
管
理
制
度
※
２
、
エ

ネ
ル
ギ
ー
管
理
士
育
成
に
向
け
た
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
構
築
な

ど
を
支
援
し
て
き
て
い
る
。

　

ま
た
09
年
10
月
に
は
、
マ
ス
タ
ー

プ
ラ
ン
の
作
成
を
中
心
的
に
行
っ
た

東
京
電
力
株
式
会
社
が
、
サ
ウ
ジ
ア

ラ
ビ
ア
水
・
電
力
省
と
技
術
支
援
の

た
め
の
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
契
約
を

締
結
。現
在
、J
I
C
A
短
期
専
門
家

と
の
協
働
で
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
管
理
制

度
の
構
築
や
人
材
育
成
、
エ
ア
コ
ン

な
ど
の
省
エ
ネ
性
能
ラ
ベ
リ
ン
グ
制

度
の
普
及
・
促
進
、
省
エ
ネ
優
秀
事

例
表
彰
制
度
、
建
築
材
料
の
性
能
表

示
制
度
な
ど
の
構
築
、
省
エ
ネ
技
術

開
発
戦
略
の
策
定
と
い
っ
た
さ
ま
ざ

ま
な
協
力
を
行
っ
て
い
る
。ま
た
、セ

ミ
ナ
ー
な
ど
を
通
し
て
サ
ウ
ジ
ア
ラ

ビ
ア
の
関
係
省
庁
、大
学
、産
業
界
に

対
す
る
技
術
支
援
に
も
努
め
て
い

る
。

　

調
査
団
を
率
い
る
東
京
電
力
国
際

部
海
外
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
開
発
グ

ル
ー
プ
の
萩
原
淳
さ
ん
は
、「
現
地
関

係
者
の
期
待
を
ひ
し
ひ
し
と
感
じ
て

い
ま
す
。マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
を
実
行

に
移
す
の
は
決
し
て
容
易
で
は
あ
り

ま
せ
ん
が
、
現
地
に
合
う
方
法
を
模

索
し
な
が
ら
、
日
本
の
省
エ
ネ
の
ノ

ウ
ハ
ウ
を
伝
え
て
い
き
た
い
」
と
話

す
。水
・
電
力
省
の
ア
ル
・
ア
ワ
ジ

次
官
も
「
こ
の
国
が
総
力
を
挙
げ
て

省
エ
ネ
に
取
り
組
ん
で
い
く
上
で
の

大
切
な
指
針
と
な
る
」と
、マ
ス
タ
ー

プ
ラ
ン
を
高
く
評
価
。「
各
セ
ク
タ
ー

が
一
致
団
結
し
て
政
策
の
遂
行
に
努

め
て
い
き
た
い
」と
意
欲
的
だ
。

　

日
本
で
は
、
逼
迫
す
る
電
力
需
給

に
対
し
、
こ
れ
ま
で
さ
ま
ざ
ま
な
方

策
や
省
エ
ネ
技
術
を
通
じ
て
対
処
し

て
き
た
。そ
ん
な
貴
重
な
経
験
が
多

く
ち
り
ば
め
ら
れ
た
マ
ス
タ
ー
プ
ラ

ン
を
手
に
、サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
は
、省

エ
ネ
社
会
の
創
造
に
向
け
て
大
き
な

第
一
歩
を
踏
み
出
し
た
。

省
エ
ネ
推
進
計
画
案
の

策
定
に
協
力

企
業
に
よ
る
技
術
支
援
で

日
本
の
省
エ
ネ
経
験
を
伝
え
る

from サウジアラビア
SAUDI ARABIA
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サウジアラビア

エネルギー資源大国である一方、サウジアラビアでは、
電力の需要が急増し、省エネ推進への動きが高まっている。

ＪＩＣＡの支援で策定された省エネの推進計画案（マスタープラン）に基づいて
政策を実行していくため、同国政府は東京電力株式会社の

技術支援を受けながら、取り組みを進めている。

省エネ社会への
第一歩を踏み出すために

住宅に設置された空調設備や電力使用
状況などを確認する調査団。その結果を
もとに、エネルギー政策の関係機関との
協議に臨んだ

特集

世界にきらめく
日本の省エネ技術

※1 エネルギーの消費効率の指標の一つ。電力消費量を、
国内総生産（GDP）で割ったもの。
※2 大口の電力需要先を対象に、省エネ実施状況の定期
的な報告や中・長期計画の提出を義務付ける制度。

ひ
っ
ぱ
く

省エネ政策について検討するワークショップに参加した現地
研究機関の関係者と調査団の面々

（上）首都リヤドで、建物の屋上に林立するエアコンの室外機。夏になると、エネ
ルギー効率の悪い旧型の空調設備がほぼ24時間うなりを上げ続けている
（下）調査の一環で行われた日本での研修では、研修員が東京電力の工場電
化技術を視察。「省エネ技術を実際に目にすることで、多くの知見とアイデアを
得た」とアル・ヌアイミ・サウジアラビア電力会社専務（左から2人目）

技術支援のコンサルティング契約の調印式
に出席したアル・フサイン水・電力省大臣と、
白川進・東京電力副社長

サウジアラビア

リヤド
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ス
ク
リ
ー
ン
に
次
々
と
映
し
出
さ

れ
る
数
値
や
グ
ラ
フ
に
、
驚
き
の
声

が
上
が
る
。

　
「
社
内
イ
ン
ト
ラ
ネ
ッ
ト
で
、
工
場

内
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
管
理
状
況
が
一
目

で
分
か
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

製
造
部
門
ご
と
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
効
率

が
確
認
で
き
る
ほ
か
、
過
去
の
実
績

と
の
比
較
や
、
特
定
期
間
の
エ
ネ
ル

ギ
ー
消
費
デ
ー
タ
の
分
析
に
よ
り
、

さ
ら
な
る
省
エ
ネ
に
つ
な
げ
る
こ
と

が
可
能
で
す
」

　

10
月
下
旬
の
福
岡
県
北
九
州
市
、

衛
生
陶
器
や
洗
面
器
、
ウ
ォ
シ
ュ
レ

ッ
ト
の
製
造
で
知
ら
れ
る
Ｔ
Ｏ
Ｔ
Ｏ

株
式
会
社
の
小
倉
第
一
工
場
を
、
南

米
４
カ
国
９
人
の
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
研
修
員

が
訪
問
し
た
。彼
ら
は
、
主
に
各
国
の

エ
ネ
ル
ギ
ー
行
政
に
携
わ
る
行
政
官

た
ち
。Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
が
財
団
法
人
北
九

州
国
際
技
術
協
力
協
会
と
と
も
に
実

施
す
る
研
修
「
メ
ル
コ
ス
ー
ル
地
域

※
1
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
技
術
」に
参
加
し

て
い
る
。日
本
の
省
エ
ネ
行
政
や
技

術
を
学
び
、
自
国
の
対
策
に
役
立
て

る
の
が
目
的
だ
。

　

太
陽
光
発
電
設
備
の
導
入
や
広
告

塔
の
夜
間
照
明
短
縮
化
、
太
陽
熱
高

反
射
塗
料
※
２
の
採
用
な
ど
、さ
ま
ざ

ま
な
工
夫
に
よ
っ
て
省
エ
ネ
努
力
を

続
け
て
い
る
Ｔ
Ｏ
Ｔ
Ｏ
。環
境
負
荷

の
軽
減
を
ミ
ッ
シ
ョ
ン
に
掲
げ
、
製

造
過
程
で
生
じ
る
廃
棄
物
の
減
量
化

や
再
資
源
化
、
物
流
の
効
率
化
な
ど

に
努
め
て
お
り
、33
・
5
％
の
二
酸
化

炭
素
（
Ｃ
Ｏ
２
）
排
出
量
削
減
も
達
成

し
て
い
る
（
２
０
０
８
年
度
・
国
内

グ
ル
ー
プ
合
計
・
対
1
9
9
0
年

比
）。「
省
エ
ネ
が
社
内
文
化
と
し
て

し
っ
か
り
と
根
付
い
て
い
る
」、「
エ

ネ
ル
ギ
ー
の
浪
費
を
防
ご
う
と
、
細

か
い
点
に
ま
で
目
が
行
き
届
い
て
い

る
の
が
印
象
的
」と
、
効
率
化
さ
れ
た

製
造
工
程
な
ど
を
見
学
し
た
研
修
員

た
ち
が
感
想
を
口
に
す
る
。

　

経
済
成
長
に
よ
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
消

費
の
急
増
や
国
際
的
な
原
油
価
格
の

高
騰
を
背
景
に
、近
年
、エ
ネ
ル
ギ
ー

不
足
へ
の
懸
念
が
高
ま
っ
て
い
る
メ

ル
コ
ス
ー
ル
各
国
。大
規
模
な
計
画

停
電
や
企
業
向
け
天
然
ガ
ス
な
ど
の

一
時
供
給
停
止
と
い
っ
た
措
置
が
取

ら
れ
て
い
る
ほ
か
、ウ
ル
グ
ア
イ
、パ

ラ
グ
ア
イ
な
ど
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
輸
入

に
依
存
す
る
国
で
は
、
デ
ィ
ー
ゼ
ル

燃
料
や
家
庭
用
ガ
ス
な
ど
の
値
上
げ

が
国
民
生
活
を
大
き
く
圧
迫
し
て
い

る
。

　

研
修
コ
ー
ス
リ
ー
ダ
ー
の
北
九
州

国
際
技
術
協
力
協
会
・
川
口
健
二
さ

ん
は
、「
オ
イ
ル
シ
ョ
ッ
ク
の
苦
い
経

験
を
生
か
し
、
日
本
は
一
丸
と
な
っ

て
エ
ネ
ル
ギ
ー
効
率
の
改
善
に
努
め

て
き
た
。そ
の
過
程
や
さ
ま
ざ
ま
な

工
夫
の
成
果
を
学
ん
で
も
ら
い
、
自

国
で
の
対
策
に
役
立
て
て
ほ
し
い
」

と
話
す
。

　

講
義
で
、
日
本
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
事

情
や
省
エ
ネ
法
の
体
系
な
ど
を
学
ん

だ
研
修
員
た
ち
。東
京
で
は
、
経
済
産

業
省
、国
土
交
通
省
を
訪
れ
、ト
ッ
プ

ラ
ン
ナ
ー
方
式
、
ラ
ベ
リ
ン
グ
制
度

と
い
っ
た
省
エ
ネ
政
策
や
、
交
通
・

物
流
な
ど
運
輸
部
門
に
お
け
る
地
球

温
暖
化
対
策
に
つ
い
て
説
明
を
受
け

た
。

　

ま
た
、
ビ
ル
管
理
シ
ス
テ
ム
な
ど

を
手
掛
け
る
株
式
会
社
山
武
が
、
自

社
の
省
エ
ネ
対
策
や
技
術
を
結
集
さ

せ
た
省
エ
ネ
モ
デ
ル
事
業
所
と
し
て

一
般
公
開
し
て
い
る
「
藤
沢
テ
ク
ノ

セ
ン
タ
ー
」（
神
奈
川
県
藤
沢
市
）
を

訪
問
。一
つ
一
つ
の
照
明
を
プ
ル
ス

イ
ッ
チ（
ひ
も
）で
こ
ま
め
に
消
灯
す

る
オ
フ
ィ
ス
で
の
取
り
組
み
や
、
空

調
室
外
機
の
効
率
向
上
、
ト
イ
レ
用

洗
浄
水
と
し
て
の
雨
水
の
再
利
用
、

照
明
や
空
調
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
制

御
・
管
理
シ
ス
テ
ム
な
ど
、ち
ょ
っ
と

し
た
行
動
で
で
き
る
も
の
か
ら
先
端

技
術
を
駆
使
し
た
も
の
ま
で
、
幅
広

い
省
エ
ネ
対
策
の
事
例
を
視
察
し
た
。

　

さ
ら
に
、
廃
棄
物
を
さ
ま
ざ
ま
な

産
業
分
野
の
原
料
と
し
て
活
用
し
、

最
終
的
に
廃
棄
物
ゼ
ロ
を
目
指
す「
エ

コ
タ
ウ
ン
事
業
」を
進
め
て
い
る
北
九

州
市
で
は
、
廃
棄
さ
れ
た
自
動
車
や

空
き
缶
な
ど
の
リ
サ
イ
ク
ル
工
場
を

見
学
。福
岡
県
福
岡
市
で
は
、
省
エ
ネ

施
策
の
一
つ
と
し
て
市
が
設
け
た

「
建
築
物
の
環
境
性
能
評
価
」
に
関
す

る
制
度
に
つ
い
て
も
学
ん
だ
。

　
「
法
制
度
の
構
築
や
各
企
業
、
自
治

体
の
努
力
な
ど
、
日
本
の
省
エ
ネ
へ

の
取
り
組
み
を
体
系
的
に
知
る
こ
と

が
で
き
、
大
い
に
参
考
に
な
っ
た
」と

話
す
の
は
、
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
国
家
エ

ネ
ル
ギ
ー
局
で
エ
ネ
ル
ギ
ー
装
置
の

品
質
管
理
を
担
当
す
る
エ
ル
ナ
ン
・

フ
ル
タ
ロ
さ
ん
。07
年
に
エ
ネ
ル
ギ

ー
の
効
率
的
利
用
に
関
す
る
法
律
が

制
定
さ
れ
た
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
で
は
、

民
間
部
門
か
ら
産
業
部
門
ま
で
国
を

挙
げ
た
省
エ
ネ
へ
の
努
力
が
続
い
て

い
る
。「
学
ん
だ
こ
と
を
持
ち
帰
っ
て

共
有
し
、
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
の
材
料

と
し
て
い
き
た
い
」と
意
欲
的
だ
。

　

人
と
地
球
に
優
し
い
省
エ
ネ
社
会

を
つ
く
ろ
う
と
、メ
ル
コ
ス
ー
ル
地
域

全
体
が
歩
み
を
始
め
て
い
る
。地
球
の

反
対
側
の
日
本
で
、そ
の
実
現
に
向
け

た
多
く
の
ヒ
ン
ト
を
得
た
研
修
員
た

ち
。そ
の
肩
に
は
、
周
囲
か
ら
の
大
き

な
期
待
が
か
か
っ
て
い
る
。

地
域
全
体
で
高
ま
る

省
エ
ネ
の
機
運

企
業
、自
治
体
の
努
力
や

法
制
度
か
ら
学
ぶ
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「世界最高レベルの省エネをこの目で確かめたい」
エネルギー不足への懸念が高まりつつある南米地域から、
今後の省エネ対策を担う行政官たちが来日した。

ＪＩＣＡの研修に参加した彼らが、日本の経験から得たものとは。

TOTO小倉第一工
場を訪れた研修員。
ここから生まれる製
品にも、多くの省エ
ネ、節水技術が生か
されている

特集

世界にきらめく
日本の省エネ技術

※1 ブラジル・アルゼンチン・パラグアイ・ウルグアイの４カ国で結ば
れた関税同盟のことで、「南米南部共同市場」と呼ばれる。
※2 太陽光に含まれる赤外線領域のエネルギーを反射し、建物に
侵入する熱を削減できる塗料。

（上）山武の「藤沢テクノセンター」にある建物の壁面に
は、直射日光を遮断して日陰を作るルーバーが設けられて
いる
（下）TOTOの工場構内には、建物の屋根に設置された
太陽光発電システムの発電量と、CO2削減量を示す電
光掲示板が設置されている

九州電力株式会社新小倉発電所の
中央制御室では、電力の供給・運転管
理の現場を視察

日本の省エネ経験を南米の国々へ
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髙
橋
進
さ
ん
の
ゲ
ン
バ
は
、
開
発
途
上

国
に
あ
る
省
エ
ネ
の
技
術
セ
ン
タ
ー
や
訓

練
セ
ン
タ
ー
、
ま
た
工
場
や
建
物
な
ど
の

現
場
そ
の
も
の
だ
。
そ
こ
で
、
産
業
界
の

省
エ
ネ
を
推
進
し
て
い
く
〝
リ
ー
ダ
ー
〞

を
養
成
す
る
。
こ
れ
ま
で
に
、ポ
ー
ラ
ン
ド
、

タ
イ
、
ト
ル
コ
、
セ
ル
ビ
ア
、
ケ
ニ
ア
、

ウ
ク
ラ
イ
ナ
、
ブ
ル
ガ
リ
ア
な
ど
多
く
の

国
々
の
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
や
短
期
専

門
家
と
し
て
の
派
遣
業
務
で
、
省
エ
ネ
技

術
の
指
導
に
当
た
っ
て
き
た
。

　

髙
橋
さ
ん
が
伝
え
る
技
術
は
、
汎
用
性

に
富
ん
で
い
る
。
特
定
の
製
品
の
生
産
プ

ロ
セ
ス
を
改
善
す
る
よ
う
な
、「
あ
る
業
種
」

「
あ
る
工
場
」
に
特
化
し
た
も
の
で
は
な
い
。

照
明
や
空
調
、
生
産
現
場
で
使
わ
れ
る
蒸

気
シ
ス
テ
ム
技
術
な
ど
、
業
種
を
問
わ
ず
、

ど
の
工
場
で
も
導
入
で
き
る
装
置
や
技
術

を
対
象
に
し
た
省
エ
ネ
だ
。
そ
れ
だ
け
に
、

指
導
を
受
け
る
エ
ン
ジ
ニ
ア
の
業
種
は
多

岐
に
わ
た
る
。

　

髙
橋
さ
ん
の
省
エ
ネ
講
義
の
参
加
者
の

ほ
と
ん
ど
は
、
身
近
な
場
所
で
無
駄
な
エ

ネ
ル
ギ
ー
が
た
く
さ
ん
発
生
し
て
い
る
こ

と
に
気
付
き
、驚
く
。
例
え
ば
、エ
ア（
空
気
）

漏
れ
。
自
動
化
さ
れ
た
工
場
の
生
産
ラ
イ

ン
で
は
、
圧
縮
し
た
空
気
を
動
力
源
と
す

る
さ
ま
ざ
ま
な
工
具
が
使
わ
れ
る
が
、
そ

の
際
に
エ
ア
コ
ン
プ
レ
ッ
サ
ー
（
空
気
圧

縮
機
）
か
ら
送
ら
れ
る
空
気
が
途
中
で
漏

れ
る
こ
と
が
あ
る
。
し
か
し
実
際
に
は
、

エ
ア
漏
れ
に
気
付
か
な
い
か
、
問
題
視
し

な
い
こ
と
が
多
い
。

　
「
１
ミ
リ
ほ
ど
の
穴
か
ら
の
エ
ア
漏
れ
も
、

積
み
重
な
る
と
電
力
の
大
き
な
無
駄
遣
い

に
な
り
ま
す
。
私
の
講
義
は
、
そ
う
し
た
身

の
回
り
に
潜
む
さ
ま
ざ
ま
な
エ
ネ
ル
ギ
ー

ロ
ス
を
指
摘
す
る
こ
と
か
ら
始
ま
り
ま
す
」

　

エ
ア
漏
れ
は
超
音
波
セ
ン
サ
を
使
っ
て

検
知
す
る
の
が
確
実
だ
が
、
残
念
な
が
ら

普
及
は
し
て
い
な
い
。
あ
る
工
場
で
そ
の

セ
ン
サ
を
活
用
さ
せ
た
と
こ
ろ
、
１
時
間

に
80
カ
所
も
の
エ
ア
漏
れ
を
見
つ
け
た
こ

と
も
あ
っ
た
。
そ
れ
ら
を
改
善
す
る
だ
け

で
も
、
大
き
な
省
エ
ネ
に
つ
な
が
る
。

　

講
義
や
実
習
は
、
エ
ア
コ
ン
プ
レ
ッ
サ
ー
、

ボ
イ
ラ
ー
、
ス
チ
ー
ム
、
ポ
ン
プ
な
ど
の

ミ
ニ
プ
ラ
ン
ト
と
呼
ば
れ
る
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
機
器
を
使
っ
て
行
わ
れ
る
。
エ
ア
コ
ン

プ
レ
ッ
サ
ー
の
場
合
な
ら
、
１
ミ
リ
の
穴

か
ら
の
エ
ア
漏
れ
は
ど
の
よ
う
な
音
が
し

て
、ど
れ
く
ら
い
の
空
気
が
失
わ
れ
る
の
か
、

現
場
の
エ
ン
ジ
ニ
ア
と
と
も
に
自
分
の
目

で
見
て
、
耳
で
聞
き
な
が
ら
、
さ
ら
に
そ

の
エ
ネ
ル
ギ
ー
量
を
計
算
す
る
。
そ
し
て

工
場
に
行
っ
て
実
際
に
診
断
し
て
み
る
。

将
来
、
省
エ
ネ
の
推
進
役
と
な
る
こ
と
が

期
待
さ
れ
て
い
る
彼
ら
に
と
っ
て
、
現
場

で
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
無
駄
を
体
感
す
る
こ
と

は
重
要
だ
。

　

２
０
０
４
年
、
髙
橋
さ
ん
が
会
社
勤
め

を
辞
め
て
最
初
に
携
わ
っ
た
ポ
ー
ラ
ン
ド

の
ゲ
ン
バ
で
は
、
す
べ
て
の
資
材
を
現
地

調
達
し
て
ミ
ニ
プ
ラ
ン
ト
を
つ
く
る
と
い

う
、
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
技
術
セ
ン
タ
ー
そ
の

も
の
の
立
ち
上
げ
か
ら
か
か
わ
っ
た
。
省

エ
ネ
技
術
者
育
成
を
目
的
に
ワ
ル
シ
ャ
ワ

工
科
大
学
内
に
開
設
さ
れ
た
こ
の
セ
ン
タ

ー
は
、
今
で
は
産
業
界
だ
け
で
な
く
、
学

生
の
実
習
な
ど
に
も
広
く
利
用
さ
れ
て
い

る
と
い
う
。

　
「
講
義
を
し
て
い
る
と
参
加
者
の
熱
心
さ

が
ひ
し
ひ
し
と
伝
わ
っ
て
き
ま
す
。
省
エ

ネ
は
途
上
国
の
人
々
に
と
っ
て
切
実
な
問

題
で
す
」

　

ケ
ニ
ア
で
は
こ
ん
な
こ
と
が
あ
っ
た
。

地
方
で
活
動
し
て
い
て
、
現
地
で
の
滞
在

時
間
が
わ
ず
か
26
時
間
と
い
う
と
き
。
帰

路
の
フ
ラ
イ
ト
ま
で
の
時
間
に
で
き
る
だ

け
現
場
を
見
て
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
利
用
の
実

体
を
評
価
し
て
く
れ
と
言
わ
れ
た
の
だ
。

現
地
の
政
策
担
当
者
に
引
き
ず
ら
れ
る
よ

う
に
、
工
場
、
ホ
テ
ル
、
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ

ン
タ
ー
な
ど
６
カ
所
を
駆
け
足
で
回
っ
て

指
導
し
た
。
と
い
う
の
も
、
電
力
を
水
力

発
電
に
依
存
し
て
い
る
ケ
ニ
ア
で
は
、
渇

水
に
な
る
と
停
電
が
多
く
な
る
。
省
エ
ネ

は
何
を
お
い
て
も
達
成
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
最
重
要
課
題
な
の
だ
。

　

１
０
０
万
個
の
白
熱
電
球
を
電
球
型
蛍

光
灯
に
代
え
よ
う
と
い
う
計
画
も
そ
の
一

つ
。
す
べ
て
代
え
る
と
５
万
キ
ロ
ワ
ッ
ト

の
省
エ
ネ
に
な
る
と
い
う
。
そ
れ
は
、
５

万
キ
ロ
ワ
ッ
ト
の
発
電
所
を
つ
く
る
こ
と

と
同
じ
。
小
さ
な
工
夫
が
、
発
電
所
建
設

に
匹
敵
す
る
ほ
ど
の
大
き
な
仕
事
に
つ
な

が
っ
て
い
く
。

　
「
省
エ
ネ
を
通
じ
た
国
際
協
力
は
、
私
の

ラ
イ
フ
ワ
ー
ク
に
な
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

こ
れ
か
ら
の
社
会
を
支
え
て
い
く
若
い
人

た
ち
に
、
少
し
で
も
私
の
知
識
や
技
術
が

伝
え
ら
れ
れ
ば
」

　

今
年
の
春
に
は
、
タ
イ
の
訓
練
セ
ン
タ

ー
で
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
修
了
し
、
エ
ネ

ル
ギ
ー
管
理
士
の
資
格
を
授
与
さ
れ
た
２

０
０
人
も
の
エ
ン
ジ
ニ
ア
と
喜
び
を
分
か

ち
合
っ
た
。
日
本
の
省
エ
ネ
技
術
が
、
世

界
各
地
で
次
世
代
を
確
実
に
育
て
て
い
る
。

　
「『
一
村
一
品
運
動
』
が
あ
る
よ
う
に
、『
一

職
場
一
省
エ
ネ
』
を
や
ろ
う
！
」

　

タ
イ
で
の
授
与
式
の
場
で
ス
ピ
ー
チ
を

頼
ま
れ
、
若
手
エ
ン
ジ
ニ
ア
に
向
け
て
発

し
た
こ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
。
髙
橋
さ
ん
は
技

術
と
と
も
に
、
省
エ
ネ
に
か
け
る
意
欲
や

情
熱
も
ま
た
彼
ら
に
伝
え
て
い
る
。

「
一
職
場
一
省
エ
ネ
」を

「身近な所から実践できる省エネを、
  人々に分かりやすく伝えたい」

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
無
駄
遣
い
を

防
ぐ
た
め
に

鷲鷹エコテック株式会社代表取締役・JICA専門家
Takahashi Susumu　

髙橋 進さん
セルビアで、エネルギー管理制度の導入に向
けた調査に参加した髙橋さん。乳製品工場
で、電気技術者とともにエアコンプレッサー
の運転状況を確認する

ポーランドの省エネルギー技術センター開所式にて。こ
こで髙橋さん（中列右から2人目）は、研修用の機器の
設置や研修用テキストの作成、研修での指導などを行
った

たかはし・すすむ
1948年宮城県出身。国立宮城工業高等
専門学校電気工学科卒業。69年三菱石
油株式会社（現・新日本石油）入社。電力技
術全般にかかわるとともに、エネルギー管理
士として省エネを推進。また、開発途上国の
エンジニアへの指導や、タイの製油所の近
代化プロジェクトに携わる。2004年の退社
後、JICAの「省エネルギー技術センタープロ
ジェクト」（ポーランド）に従事。以後、トルコ、
タイ、ケニア、セルビアなどで、省エネ技術の
指導・普及活動に当たっている。08年に鷲
鷹エコテック株式会社を設立。

タイで行われたエネルギー管理士の資格授与式で、
新たな省エネの担い手たちへ激励の言葉を送る

ポーランドの石炭火力発電所に隣接する
貯炭場。活動中は国内発電施設なども視
察・指導して回った

電力技術者として、主に日本のゲンバで省エネに取り組んできた髙橋進さん。
｢いつの日か、世界にも貢献したい」―。
長年の夢をかなえ、今、開発途上国のゲンバで
省エネを推進する人材の育成に力を注いでいる。

ゲンバの風
第 13 回

JICA専門家として活動した国

ポーランド

ケニア
タイ

トルコセルビア

ブルガリア

ウクライナ　
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わ
ず
か
３
カ
月
で
４
倍
近
く
も
原
油
価

格
が
高
騰
し
た
１
９
７
３
年
の
第
一
次
オ

イ
ル
シ
ョ
ッ
ク
は
、
そ
れ
ま
で
安
価
な
石

油
に
依
存
し
て
い
た
日
本
経
済
に
大
き
な

打
撃
を
与
え
た
。
そ
の
苦
い
経
験
を
踏
ま

え
、
省
エ
ネ
を
推
進
し
て
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

安
定
供
給
を
確
保
し
よ
う
と
の
政
策
に
基

づ
き
、
78
年
に
設
立
さ
れ
た

の
が
財
団
法
人
省
エ
ネ
ル
ギ

ー
セ
ン
タ
ー
だ
。
以
来
、
日

本
の
省
エ
ネ
推
進
の
中
核
を

担
い
、
工
場
や
ビ
ル
の
省
エ

ネ
診
断
、
省
エ
ネ
機
器
の
普

及
促
進
、
家
庭
や
学
校
・
企

業
で
の
省
エ
ネ
活
動
の
啓
発
・

広
報
な
ど
の
活
動
を
通
じ
て
、

〝
省
エ
ネ
先
進
国
・
日
本
〞
の

実
現
に
貢
献
し
て
き
た
。
ま

た
、
国
家
資
格
で
あ
る
「
エ

ネ
ル
ギ
ー
管
理
士
」
認
証
の
た
め
の
試
験

や
研
修
業
務
な
ど
も
国
か
ら
の
委
託
を
受

け
て
行
っ
て
い
る
。

　

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
セ
ン
タ
ー
で
は
、
主
に

ア
ジ
ア
を
中
心
と
す
る
開
発
途
上
国
を
対

象
に
、
専
門
家
の
派
遣
や
研
修
員
の
受
け

入
れ
を
通
じ
た
国
際
協
力
に
も
取
り
組
ん

で
き
た
。
特
に
近
年
は
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
資

源
や
気
候
変
動
問
題
が
顕
在
化
す
る
中
、

グ
ロ
ー
バ
ル
な
観
点
か
ら
省
エ
ネ
を
推
進

し
よ
う
と
、Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
や
経
済
産
業
省
、

日
本
貿
易
振
興
機
構
な
ど
と
連
携
し
つ

つ
、
途
上
国
の
省
エ
ネ
促
進
協
力
に
力
を

入
れ
て
い
る
。

　

日
本
の
省
エ
ネ
政
策
や
制
度
、
企
業
な

ど
の
優
れ
た
取
り
組
み
を
学
び
、
自
国
で

役
立
て
て
も
ら
う
こ
と
を
目
的
に
、
主
に

途
上
国
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
関
係
者
を
対

象
に
行
わ
れ
る
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
の
省
エ
ネ
ル
ギ

ー
関
連
の
研
修
事
業
。
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
セ

ン
タ
ー
は
、
そ
の
主
な
研
修
受
託
機
関
と

し
て
、
こ
れ
ま
で
20
年
以
上
に
わ
た
り
約

７
５
０
人
の
研
修
員
を
受
け
入
れ
て
き
た
。

　

ま
た
、Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
が
各
国
で
取
り
組
む

省
エ
ネ
分
野
の
技
術
協
力
の
専
門
家
と
し

て
人
材
を
派
遣
。
さ
ら
に
、
人
材
育
成
拠

点
と
し
て
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
が
中
国
や
ア
ル
ゼ
ン

チ
ン
、
イ
ラ
ン
な
ど
計
７
カ
国
で
支
援
し

た
「
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
研
修
セ
ン
タ
ー
設
立

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
に
も
協
力
し
て
お
り
、

訓
練
用
機
器
の
選
定
や
導
入
、
研
修
コ
ー

ス
の
運
営
管
理
、
指
導
、
テ
キ
ス
ト
作
り

の
支
援
な
ど
を
引
き
受
け
て
き
た
。

　

支
援
先
の
一
つ
、「
ト
ル
コ
・
省
エ
ネ
ル

ギ
ー
セ
ン
タ
ー
」
で
は
、
機
材
整
備
や
研

修
の
運
営
支
援
を
通
じ
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
管

理
者
の
育
成
体
制
が
強
化
さ
れ
、
研
修
修

了
者
が
大
幅
に
増
加
し
た
と
い
う
成
果
を

挙
げ
て
い
る
。
ま
た
、
設
立
段
階
か
ら
携

わ
っ
た
「
タ
イ
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
管
理
者
訓

練
セ
ン
タ
ー
」
で
は
、
指
導
者
の
育
成
に

加
え
、
タ
イ
政
府
に
よ
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
管

理
者
制
度
の
改
善
と
こ
れ
に
伴
う
試
験
制

度
の
再
構
築
、
そ
の
運
営
管
理
に
協
力
。

今
で
は
、
こ
こ
で
資
格
を
取
得
し
た
人
た

ち
が
指
導
者
と
な
っ
て
お
り
、
彼
ら
の
も

と
で
次
世
代
の
人
材
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
管
理

者
試
験
の
合
格
者
が
次
々
と
生
ま
れ
て
い

る
。
さ
ら
に
両
セ
ン
タ
ー
は
、
周
辺
国
か

ら
も
エ
ネ
ル
ギ
ー
管
理
者
研
修
を
受
け
入

れ
る
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
中
東
や
東
欧
、
東

南
ア
ジ
ア
の
省
エ
ネ
推
進
の
拠
点
と
し
て

も
活
躍
し
て
い
る
。

　
「
長
年
こ
う
し
て
活
動
し
て
い
る
と
、

昔
、
日
本
で
の
研
修
に
参
加
し
、
今
で
は

国
の
省
エ
ネ
推
進
の
リ
ー
ダ
ー
的
存
在
と

な
っ
た
人
た
ち
と
再
会
す
る
、
な
ん
て
こ

と
も
あ
る
ん
で
す
。
彼
ら
は
、
研
修
の
成

果
を
国
に
持
ち
帰
り
、
そ
れ
を
根
付
か
せ

よ
う
と
努
力
を
続
け
て
く
れ
て
い
る
。
そ

う
し
て
時
を
経
て
一
緒
に
仕
事
を
で
き
る

の
は
う
れ
し
い
し
、
こ
の
人
々
が
さ
ら
な

る
協
力
を
進
め
る
た
め
の
人
的
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
の
礎
に
な
っ
て
い
ま
す
」
と
国
際
協

力
本
部
の
吉
田
和
彦
・
協
力
総
括
部
長
は

話
す
。

　

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
セ
ン
タ
ー
で
は
２
０
０

７
年
、
東
南
ア
ジ
ア
諸
国
、
中
国
、
イ
ン

ド
と
い
っ
た
ア
ジ
ア
各
国
の
省
エ
ネ
を
よ

り
効
果
的
に
支
援
す
る
た
め
、
セ
ン
タ
ー

内
に
「
ア
ジ
ア
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
協
力
セ
ン

タ
ー
」
を
設
置
。
省
エ
ネ
に
関
す
る
最
新

情
報
の
発
信
や
、
省
エ
ネ
推
進
機
関
の
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
な
ど
、
ア
ジ
ア
向
け

の
新
た
な
活
動
も
展
開
し
て
い
る
。

　

苗
加
順
一
・
同
セ
ン
タ
ー
長
は
、「
一

番
大
切
な
の
は
、
自
ら
省
エ
ネ
の
た
め
の

ア
イ
デ
ア
を
出
し
、
そ
れ
を
新
た
な
改
善

に
つ
な
げ
て
い
け
る
人
材
を
育
て
る
、
と

い
う
こ
と
。
そ
れ
を
実
現
す
る
た
め
に
は
、

現
地
の
訓
練
施
設
や
機
材
の
整
備
、
専
門

家
派
遣
、
日
本
で
の
研
修
な
ど
、
ハ
ー
ド

と
ソ
フ
ト
を
組
み
合
わ
せ
た
き
め
細
か
い

人
材
育
成
が
必
要
で
あ
り
、Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
と

の
連
携
は
非
常
に
効
果
的
で
す
」
と
、
そ

の
意
義
を
強
調
す
る
。

　

エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
量
が
ど
ん
ど
ん
伸
び

続
け
る
途
上
国
。
省
エ
ネ
分
野
の
国
際
協

力
は
ま
す
ま
す
重
要
に
な
っ
て
く
る
。
日

本
が
培
っ
た
省
エ
ネ
の
秘
訣
を
世
界
に
広

め
続
け
て
い
る
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
セ
ン
タ
ー

の
活
躍
の
場
は
、
今
後
も
一
段
と
増
え
そ

う
だ
。

省エネを推進していく
人材を育てたい

省エネ推進の中核機関として、日本国内で実績を積み上げてきた財団法人省エネルギーセンター。
その活動は開発途上国での人材育成など世界へと広がっており、
省エネ分野の国際協力において欠かせない存在となっている。

省エネルギーセンターから派遣された
専門家が、トルコの製造工場でエネ
ルギー管理者らに実地指導を行う

省
エ
ネ
セ
ン
タ
ー
の
設
立
、

人
材
育
成
を
支
援

省
エ
ネ
先
進
国
・
日
本
の

土
台
を
築
く

国 際 協 力 の 担 い 手 た ち
財団法人
省エネルギーセンター

「省エネ家電コンシェルジュ」が日本全国の
小中学校を訪問し、家庭でできる省エネなど
について考える省エネ出前講座の様子

ポーランド

イラン タイ
中国

トルコ

ブルガリア

アルゼンチン

省エネルギーセンターの研修プログラムに参加し、バーナーの燃
焼実習を行うポーランドの研修員

タイのエネルギー管理者訓練センターに導入された訓練用の機器
を使い、実習を行うエンジニアたち

省エネルギーセンターが
JICAのプロジェクトで協力した国
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モ
ン
ゴ
ル
人
留
学
生
の

夢
を
応
援
し
た
い

　
「
将
来
は
科
学
者
に
な
っ
て
、
国
の
発
展

に
貢
献
し
た
い
」

　

す
べ
て
は
２
０
０
８
年
４
月
、
山
形
県
立

東
根
工
業
高
等
学
校
を
訪
れ
た
モ
ン
ゴ
ル
人

留
学
生
、
エ
ン
フ
ボ
ル
ド
・
ボ
ロ
ル
ト
ヤ
さ

ん
の
言
葉
か
ら
始
ま
っ
た
。
こ
の
日
、
同
校

生
徒
会
と
の
交
流
会
に
参
加
し
た
エ
ン
フ
ボ

ル
ド
さ
ん
は
、「
将
来
の
夢
は
？
」
と
い
う

生
徒
た
ち
の
問
い
掛
け
に
、「
国
の
環
境
問

題
を
解
決
し
、
国
の
た
め
に
貢
献
し
た
い
」

と
力
強
く
語
っ
た
。

　
「〝
国
の
た
め
に
〞
と
い
う
言
葉
に
衝
撃
を

受
け
ま
し
た
。
私
た
ち
と
ほ
と
ん
ど
年
齢
が

変
わ
ら
な
い
の
に
…
」
と
言
う
生
徒
会
長
の

後
藤
真
成
さ
ん
。
何
と
か
彼
女
の
夢
の
手
助

け
を
し
た
い
―
。
モ
ン
ゴ
ル
で
電
力
不
足
が

深
刻
な
問
題
に
な
っ
て
い
る
と
聞
い
た
後
藤

さ
ん
た
ち
は
、
手
作
り
の
太
陽
光
発
電
シ
ス

テ
ム
を
届
け
ら
れ
な
い
か
と
発
案
し
た
。「
授

業
で
学
ん
だ
こ
と
を
生
か
し
て
で
き
る
、
私

た
ち
ら
し
い
国
際
協
力
だ
と
思
っ
た
ん
で

す
」。

　

そ
し
て
08
年
７
月
、「
光
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

〜
光
の
架
け
橋　

心
の
架
け
橋
〜
」
が
ス
タ

ー
ト
し
た
。
最
終
目
標
は
、
モ
ン
ゴ
ル
遊
牧

民
の
移
動
式
住
居
「
ゲ
ル
」
に
太
陽
光
発
電

シ
ス
テ
ム
を
普
及
す
る
こ
と
。
そ
の
第
一
歩

と
し
て
、
エ
ン
フ
ボ
ル
ド
さ
ん
の
母
校
で
あ

る
新
モ
ン
ゴ
ル
高
等
学
校
に
太
陽
光
パ
ネ
ル

を
設
置
し
、
現
地
の
高
校
生
に
技
術
を
伝
え

よ
う
と
い
う
こ
と
に
な
っ
た
。

　

電
子
シ
ス
テ
ム
科
の
庄
司
洋
一
先
生
と
佐

藤
和
彦
先
生
の
指
導
を
受
け
な
が
ら
、
生
徒

会
が
中
心
と
な
り
太
陽
光
パ
ネ
ル
と
周
辺
機

材
を
製
作
。「
ゲ
ル
で
使
用
す
る
こ
と
を
考
え
、

折
り
た
た
ん
で
持
ち
運
び
で
き
る
設
計
に
し

ま
し
た
。
誰
で
も
操
作
が
で
き
る
よ
う
、
ス

イ
ッ
チ
一
つ
で
電
源
が
入
る
よ
う
に
な
っ
て

い
ま
す
」
と
3
年
生
の
青
木
悠
紀
さ
ん
。
何

度
も
改
良
を
繰
り
返
し
、
数
カ
月
か
か
っ
て

太
陽
光
パ
ネ
ル
６
枚
、発
光
ダ
イ
オ
ー
ド
（
Ｌ

私
た
ち
の
思
い
を

太
陽
光
パ
ネ
ル
に
託
す

山
形
か
ら
モ
ン
ゴ
ル
を
照
ら
す
光
を

モ
ン
ゴ
ル
の
人
々
の
生
活
に〝
光
〞を
届
け
た
い
―
。　
　

山
形
大
学
の
モ
ン
ゴ
ル
人
留
学
生
と
の
出
会
い
か
ら
始
ま
っ
た
、山
形
県
立
東
根
工
業
高
等

学
校
の「
光
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」。工
業
高
校
な
ら
で
は
の〝
も
の
づ
く
り
の
技
術
〞を
生
か
し
、モ

ン
ゴ
ル
の
た
め
に
太
陽
光
発
電
の
シ
ス
テ
ム
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

第11 回

地球号の
子どもたち

Ｅ
Ｄ
）照
明
、イ
ン
バ
ー
タ
ー
を
完
成
さ
せ
た
。

生
徒
た
ち
の
努
力
の
結
晶
―
―
あ
と
は
こ
れ

を
モ
ン
ゴ
ル
に
届
け
る
だ
け
と
な
っ
た
。

　

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
開
始
か
ら
１
年
以
上
。
今

年
８
月
、
つ
い
に
生
徒
会
の
８
人
が
モ
ン
ゴ

ル
に
旅
立
っ
た
。
海
外
に
行
く
の
は
み
ん
な

初
め
て
だ
。「
出
発
す
る
日
ま
で
、
モ
ン
ゴ

ル
に
自
分
た
ち
が
作
っ
た
パ
ネ
ル
を
設
置
す

る
と
い
う
実
感
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
」
と

言
う
３
年
生
の
武
田
翔
太
さ
ん
。
エ
ン
フ
ボ

ル
ド
さ
ん
の
故
郷
は
ど
ん
な
所
だ
ろ
う
と
、

飛
行
機
の
中
で
思
い
を
は
せ
て
い
た
。

　

ま
ず
彼
ら
が
向
か
っ
た
の
は
、
寄
贈
先
と

な
る
首
都
ウ
ラ
ン
バ
ー
ト
ル
の
新
モ
ン
ゴ
ル

高
校
。
手
作
り
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
片
手
に
、

現
地
の
生
徒
た
ち
と
一
緒
に
設
置
作
業
が
行

わ
れ
た
。「
分
か
ら
な
い
こ
と
が
あ
る
と
、

ど
ん
ど
ん
積
極
的
に
質
問
し
て
く
れ
て
。
そ

の
情
熱
に
気
が
引
き
締
ま
り
ま
し
た
」
と
３

年
生
の
寒
河
江
め
ぐ
み
さ
ん
は
話
す
。
国
は

違
っ
て
も
同
じ
高
校
生
。
一
つ
の
目
標
に
向

光プロジェクトのメンバーと新モンゴル高校の生徒たち

（上）新モンゴル高校の屋上に設置された太陽光パネル。点灯式には
多くの人が集まった
（下）点灯式で涙するエンフボルドさん（左）。「皆さんが作ってくれた太
陽光パネルは、モンゴルの発展に必ず役立つと思います」

か
っ
て
作
業
を
進
め
る
う
ち
に
、
い
つ
し
か
両
国

の
生
徒
の
間
に
は
、
国
境
を
越
え
た
固
い
き

ず
な
が
生
ま
れ
て
い
た
。

　

そ
し
て
翌
日
、
待
ち
に
待
っ
た
点
灯
式
。

一
時
帰
国
し
て
い
た
エ
ン
フ
ボ
ル
ド
さ
ん
を

は
じ
め
約
１
０
０
人
が
見
守
る
中
、
電
源
が

入
れ
ら
れ
た
。
そ
し
て
ラ
イ
ト
が
光
り
、
電

気
が
流
れ
ラ
ジ
カ
セ
が
鳴
っ
た
そ
の
瞬
間
、

そ
の
場
は
大
き
な
拍
手
と
歓
声
に
包
ま
れ

た
。「
実
は
機
材
に
不
具
合
が
見
つ
か
っ
て
、

ギ
リ
ギ
リ
ま
で
修
理
を
し
て
い
た
ん
で
す
。

ホ
っ
と
し
ま
し
た
」
と
庄
司
先
生
。
モ
ン
ゴ

ル
の
人
々
の
笑
顔
を
前
に
、
全
員
が
「
や
っ

て
き
て
よ
か
っ
た
」
と
達
成
感
を
か
み
し
め

た
。

　

彼
ら
の
挑
戦
は
こ
れ
で
終
わ
り
で
は
な

い
。
今
後
は
現
地
か
ら
発
電
量
の
デ
ー
タ
を

収
集
し
て
、
シ
ス
テ
ム
の
稼
働
状
態
を
定
期

的
に
チ
ェ
ッ
ク
。
２
年
か
け
て
さ
ら
に
改
良

を
続
け
て
い
く
。「
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
通
し
て
、

生
徒
た
ち
は
本
当
に
頼
も
し
く
な
り
ま
し

た
。
こ
れ
か
ら
は
、
県
内
の
企
業
な
ど
と
も

積
極
的
に
連
携
し
て
地
域
お
こ
し
に
も
役
立

て
た
い
」
と
大
津
清
校
長
は
期
待
す
る
。

　

屋
上
の
太
陽
光
パ
ネ
ル
を
眺
め
な
が
ら
、

１
人
の
モ
ン
ゴ
ル
人
の
男
子
生
徒
が
言
っ

た
。「
こ
の
光
は
、
私
た
ち
の
学
校
だ
け
で

な
く
、
未
来
へ
の
道
も
照
ら
し
て
く
れ
る
」。

海
を
越
え
て
、
山
形
の
高
校
生
か
ら
贈
ら
れ

た
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
。
た
く
さ
ん
の
人

の
夢
を
乗
せ
て
、
今
日
も
明
る
い
希
望
の
光

を
放
っ
て
い
る
。

ま   

な

（上）パネルを一枚一枚丁寧に組み立
てていく両国の生徒たち。その表情は
真剣そのものだ
（左）3年生の斎藤亘さん（中央）が中
心となりLED照明を製作
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８つの温泉地を有し、毎年多くの観光客が訪れる大分県別府市。
２００１年から開催されている「別府八湯温泉泊覧会」が、
新しい地域づくりの手法として国内外から注目を集めている。

やなぎ茶屋 来楽良ではだんご汁づくりに挑戦。豊かな自然に囲まれ、新鮮な野菜のおいしさがより引き出されるという

入舟荘の女将・後藤美鈴さん（中央）の案内で、鉄輪
温泉に残る昔ながらの湯治宿を視察。「鉄輪の良さを
知ってもらうため、地域ぐるみで頑張っています」

地
域
と

世
界
の

き
ず
な

　

一
歩
足
を
踏
み
入
れ
る
と
、
あ
ち
こ
ち

に
白
い
湯
気
が
立
ち
上
る
大
分
県
別
府

市
。
日
本
一
の
湧
出
量
を
誇
る
別
府
八
湯

は
、
誰
も
が
認
め
る
世
界
有
数
の
温
泉
地

だ
。
観
光
客
は
年
間
約
１
０
０
０
万
人
。

し
か
し
バ
ブ
ル
崩
壊
後
、
そ
の
数
は
急
速

に
落
ち
込
ん
で
し
ま
っ
た
。

　

別
府
に
何
と
か
元
気
を
取
り
戻
し
た
い

―
。
住
民
た
ち
は
そ
の
思
い
を
一
つ
に
し

て
立
ち
上
が
り
、
１
９
９
６
年
（
平
成
８

年
）８
月
８
日
午
前
８
時
８
分
８
秒
に「
別

府
八
湯
勝
手
に
独
立
宣
言
」
を
発
表
。
８

つ
の
温
泉
地
そ
れ
ぞ
れ
が
個
性
を
見
直

し
、
競
い
助
け
合
い
な
が
ら
、
新
し
い
地

域
づ
く
り
を
始
め
て
い
こ
う
と
い
う
も
の

だ
。

　

そ
し
て
２
０
０
１
年
か
ら
、
こ
の
取
り

組
み
を
発
信
す
る
場
と
し
て
開
催
さ
れ
て

い
る
の
が
別
府
八
湯
温
泉
泊
覧
会
（
通
称

オ
ン
パ
ク
）。
博
（
泊
）
覧
会
、
と
い
っ
て

も
会
場
は
一
つ
で
は
な
い
。
別
府
市
全
域

が
舞
台
と
な
り
、
約
３
週
間
に
わ
た
っ
て

１
０
０
以
上
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
行
わ
れ
る

地
域
体
験
交
流
型
の
大
見
本
市
だ
。
ス
ロ

ー
ガ
ン
は
「
楽
し
い
」「
お
い
し
い
」「
き

れ
い
」。Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ハ
ッ
ト
ウ
・
オ
ン
パ

ク
が
旗
振
り
役
と
な
り
、
地
元
の
ホ
テ
ル

や
温
泉
旅
館
、
N
P
O
な
ど
の
地
域
づ
く

り
グ
ル
ー
プ
、
喫
茶
店
や
ギ
ャ
ラ
リ
ー
な

ど
が
総
出
で
、
多
彩
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
企

画
す
る
。

　

オ
ン
パ
ク
は
、
草
の
根
レ
ベ
ル
の
人
材

育
成
と
地
域
資
源
の
発
掘
の
場
で
も
あ

る
。
好
評
を
得
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
多
く
が
、

日
常
的
な
サ
ー
ビ
ス
に
つ
な
が
っ
て
い
る

の
が
特
徴
だ
。
こ
の
オ
ン
パ
ク
を
モ
デ
ル

に
し
た
地
域
開
発
は
日
本
各
地
に
広
が

り
、
今
で
は
全
国
10
カ
所
で
実
践
さ
れ
て

い
る
。

　
〝
オ
ン
パ
ク
的
手
法
〞
は
、
開
発
途
上

国
に
も
応
用
で
き
る
は
ず
―
―
。Ｊ
Ｉ
Ｃ

Ａ
は
今
年
か
ら
立
命
館
ア
ジ
ア
太
平
洋
大

学
と
協
力
し
て
、
別
府
を
舞
台
に
し
た
研

修
を
ス
タ
ー
ト
。
10
月
末
か
ら
イ
ン
ド
シ

ナ
、
太
平
洋
地
域
か
ら
13
人
の
研
修
員
が

訪
れ
、
別
府
市
で
地
域
づ
く
り
の
手
法
を

学
ん
だ
。

　

最
初
に
向
か
っ
た
の
は
、
市
の
中
心
か

ら
車
で
約
15
分
、柳
隠
山
地
区
に
あ
る
「
や

な
ぎ
茶
屋 

来
楽
良
」。
美
し
い
棚
田
が
広

が
る
こ
の
地
域
は
、
豊
富
な
野
菜
の
生
産

地
と
し
て
有
名
だ
。
こ
れ
に
目
を
付
け
た

店
主
の
永
井
實
千
代
さ
ん
は
、
地
元
の
野

菜
を
ふ
ん
だ
ん
に
使
っ
た
料
理
を
ふ
る
ま

う
。
オ
ン
パ
ク
に
は
７
年
前
か
ら
参
加
し

て
い
る
。

　

こ
の
店
で
研
修
員
た
ち
は
、
人
気
プ
ロ

グ
ラ
ム
の
一
つ
、
大
分
郷
土
料
理
の
「
だ

ん
ご
汁
」
づ
く
り
に
挑
戦
し
た
。「
大
切

な
の
は
楽
し
み
な
が
ら
や
る
こ
と
。
お
客

さ
ん
に
も
喜
ん
で
も
ら
え
る
し
、
野
菜
を

提
供
し
て
く
れ
る
農
家
の
人
た
ち
も
元
気

に
な
る
。
私
の
新
し
い
生
き
が
い
に
な
っ

て
い
ま
す
」
と
い
う
永
井
さ
ん
。
研
修
員

の
一
人
、
ト
ン
ガ
商
工
会
議
所
の
ロ
サ
リ

ネ
・
マ
ー
シ
さ
ん
は
「
女
性
が
主
役
と
な

っ
て
、
地
域
を
盛
り
上
げ
て
い
る
の
は
頼

も
し
い
で
す
ね
」
と
共
感
し
て
い
た
。

　

続
い
て
、
明
礬
地
区
に
あ
る
温
泉
施
設

「
湯
屋
え
び
す
」
へ
。「
新
し
い
こ
と
で
は

な
く
、
ま
ず
は
地
域
に
あ
る
も
の
を
見
直

す
こ
と
か
ら
始
め
た
」
と
い
う
女
将
の
本

田
麻
也
さ
ん
は
、
地
区
内
11
カ
所
の
地
蔵

を
巡
る
〝
ま
ち
歩
き
〞
の
企
画
者
だ
。
サ

モ
ア
女
性
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
社
会
開
発
省

の
ヴ
ァ
イ
ア
リ
ア
・
イ
オ
ス
ア
さ
ん
は
「
歴

史
や
伝
統
を
重
ん
じ
る
精
神
は
私
た
ち
の

国
に
も
根
付
い
て
い
ま
す
が
、〝
古
い
も

の
〞
を
地
域
開
発
に
活
用
す
る
と
い
う
の

は
新
た
な
発
見
で
す
」
と
驚
い
て
い
た
。

　

ま
た
、
古
く
か
ら
湯
治
客
の
宿
泊
地
と

し
て
有
名
な
鉄
輪
地
区
で
も
、
研
修
員
た

ち
は
大
き
な
ア
イ
デ
ア
を
得
た
よ
う
だ
。

彼
ら
が
目
に
し
た
の
は
、
温
泉
の
湯
気
で

食
材
を
蒸
し
て
提
供
す
る
「
地
獄
蒸
し
」。

「
地
獄
蒸
し
は
こ
の
地
域
に
古
く
か
ら
伝

わ
る
調
理
方
法
で
し
た
が
、
こ
れ
が
観
光

客
に
う
け
る
と
は
思
っ
て
も
み
ま
せ
ん
で

し
た
」
と
い
う
温
泉
旅
館
「
大
黒
屋
」
主

人
の
安
波
英
男
さ
ん
。「
身
近
に
あ
り
す

ぎ
て
気
付
か
な
か
っ
た
ん
で
す
ね
」
と
笑

う
。「
温
泉
は
〝
入
る
〞
だ
け
の
も
の
で

は
な
い
。
オ
ン
パ
ク
ス
タ
ッ
フ
の
ア
ド
バ

イ
ス
で
、
い
ろ
い
ろ
な
可
能
性
が
あ
る
こ

と
を
知
り
ま
し
た
」
と
の
安
波
さ
ん
の
言

葉
に
、
研
修
員
た
ち
は
深
く
う
な
ず
い
て

い
た
。

　

約
２
週
間
か
け
て
、
別
府
市
の
さ
ま
ざ

ま
な
取
り
組
み
を
視
察
し
た
研
修
員
た

ち
。
ラ
オ
ス
生
産
貿
易
振
興
省
の
チ
ャ
ラ

ー
ン
・
ソ
ウ
ニ
チ
ャ
ン
さ
ん
は
「
住
民
の

皆
さ
ん
が
一
体
と
な
っ
て
、
地
域
開
発
に

取
り
組
ん
で
い
る
姿
勢
が
素
晴
ら
し
い
。

こ
れ
が
成
功
の
秘
訣
で
す
ね
。
時
間
が
か

か
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
私
も
根
気
強

く
周
り
を
説
得
し
巻
き
込
ん
で
い
き
た

い
」
と
意
気
込
ん
で
い
た
。

　
「
オ
ン
パ
ク
を
成
功
さ
せ
る
た
め
に
は
、

成
功
の
喜
び
を
皆
で
分
か
ち
合
え
る
こ
と

が
大
切
で
す
」
と
ハ
ッ
ト
ウ
・
オ
ン
パ
ク

理
事
の
野
上
泰
生
さ
ん
。
日
本
の
温
泉
地

の
地
域
づ
く
り
を
世
界
へ
―
。〝
オ
ン
パ

ク
的
手
法
〞
を
通
し
て
、
世
界
各
地
で
た

く
さ
ん
の
可
能
性
が
発
掘
さ
れ
る
こ
と
を

期
待
し
た
い
。

大黒屋のご主人・安波
さんの説明に聞き入る
研修員たち。温泉の蒸
気を吸ったブーゲンビリ
アが鮮やかなピンク色を
放つ

別
府
の
伝
統
と
新
し
さ
を

楽
し
め
る
見
本
市

温
泉
の
蒸
気
も

観
光
資
源
に
活
用

面積125.15平方キロ、人口約12
万6,000人。別府、浜脇、観海寺、
堀田、明礬、鉄輪、柴石、亀川の8つ
の温泉地を有する。温泉は地熱発
電、花卉栽培、医療、美容など幅広
く活用され、主要産業の一つになっ
ている。JICAの地域別研修「地域
資源を活用した地域振興・地場産
業活性化のための開発手法」コー
スでは、立命館アジア太平洋大学
が受入機関となり、地元団体として
NPO法人ハットウ・オンパクが協力。

大分県別府市

11“オンパク的手法的手法”で 地域地域の可能性を広げよう

柳隠山地区に広がる
棚田を眺めながら、別
府市に自分の国の状
況を重ね、新しい地
域開発の手法を模索
する研修員たち

は
っ
と
う

き   

ら   

ら

み
ょ
う
ば
ん

か
ん
な
わ

大黒屋の敷地内には、観光
客が調理を体験できる地獄
釜がある

別  府  市
［ 大  分  県 ］

大分県

別府市
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あ
る
日
、（
社
）
セ
カ
ン
ド
ハ
ン
ド
の
学
生

部
「
小
指
会
」
の
も
と
に
朗
報
が
届
い
た
。カ

ン
ボ
ジ
ア
の
首
都
プ
ノ
ン
ペ
ン
郊
外
に
あ
る

ス
ラ
ム
地
区
・
セ
ン
ソ
ッ
ク
に
住
む
、
テ
リ

ー
と
ピ
セ
イ
と
い
う
少
女
た
ち
の
大
学
進
学

を
伝
え
る
知
ら
せ
だ
。二
人
は
セ
カ
ン
ド
ハ

ン
ド
の
活
動
に
参
加
す
る
大
学
生
・
高
校
生

が
結
成
し
た「
小
指
会
」の
支
援
を
受
け
る
奨

学
生
。成
績
優
秀
で
あ
り
な
が
ら
貧
し
く
て

学
校
に
通
え
な
い
学
生
に
奨
学
金
が
提
供
さ

れ
て
い
る
。そ
の
中
に
は
学
費
や
制
服
代
、
英

語
や
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
を
学
ぶ
た
め
の
費
用

が
含
ま
れ
、現
在
、14
人
の
高
校
生
が
対
象
と

な
っ
て
い
る
。

　
「
カ
ン
ボ
ジ
ア
で
は
大
学
に
進
学
で
き
る

子
ど
も
は
ほ
ん
の
わ
ず
か
で
す
。そ
れ
も
ほ

と
ん
ど
が
男
子
で
、
女
性
は
家
庭
に
い
る
べ

き
だ
と
い
う
考
え
が
今
も
根
強
く
残
っ
て
い

ま
す
」（
セ
カ
ン
ド
ハ
ン
ド
事
務
局
・
後
藤
尚

子
さ
ん
）

　

そ
れ
だ
け
に
、
セ
ン
ソ
ッ
ク
の
二
人
が
大

学
へ
進
む
こ
と
は
「
も
の
す
ご
い
こ
と
」。奨

学
生
の
中
か
ら
大
学
進
学
者
が
出
た
の
は
初

め
て
だ
。後
藤
さ
ん
と
小
指
会
の
メ
ン
バ
ー

は
そ
の
喜
び
を
か
み
し
め
る
。　

　

小
指
会
は
、
国
際
協
力
を
通
し
て
学
生
た

ち
に
多
く
の
こ
と
を
学
ん
で
も
ら
お
う
と
セ

カ
ン
ド
ハ
ン
ド
が
２
０
０
５
年
に
設
立
。こ

れ
ま
で
、
奨
学
金
に
よ
る
支
援
以
外
に
も
中

学
や
高
校
の
校
舎
の
建
設
に
も
取
り
組
ん
で

き
た
。し
か
し
08
年
、
小
指
会
は
大
き
な
壁
に

直
面
す
る
。カ
ン
ボ
ジ
ア
国
内
で
の
物
価
急

騰
だ
。食
料
品
が
3
倍
、ひ
ど
い
と
こ
ろ
で
は

50
倍
に
ま
で
高
騰
し
た
地
域
も
あ
る
。一
人

当
た
り
年
間
１
０
０
ド
ル（
約
１
万
円
）の
支

援
で
は
足
り
ず
、
４
〜
６
倍
も
の
資
金
が
必

要
と
な
っ
た
。緊
急
事
態
に
後
藤
さ
ん
も
参

加
し
て
何
度
も
話
し
合
い
を
重
ね
た
。

　
「
奨
学
生
の
数
を
絞
ろ
う
か
と
い
う
話
も

出
ま
し
た
。し
か
し
、そ
れ
だ
け
は
ど
う
し
て

も
避
け
た
い
。学
生
た
ち
は
責
任
を
強
く
感

じ
て
い
た
の
で
す
ね
。小
指
会
に
と
っ
て
カ

ン
ボ
ジ
ア
の
学
生
た
ち
は
、
支
援
の
対
象
と

い
う
よ
り
も
か
け
が
え
の
な
い
仲
間
な
ん
で

す
」

　

そ
ん
な
窮
状
を
救
っ
た
の
が
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
基

金
。物
価
の
急
騰
分
に
充
て
ら
れ
た
の
だ
。

　

小
指
会
で
は
、ア
イ
デ
ア
を
持
ち
寄
り
、募

金
活
動
や
バ
ザ
ー
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
を
企

画
・
実
施
す
る
な
ど
、
奨
学
金
を
１
０
０
％

自
分
た
ち
の
手
で
集
め
る
。毎
年
恒
例
の「
国

際
協
力
ス
テ
ー
ジ
」
も
そ
の
一
つ
だ
。大
正

琴
、手
品
、阿
波
踊
り
、カ
ラ
オ
ケ
、ダ
ン
ス
、

吟
詠
な
ど
、
学
生
た
ち
が
高
松
市
内
の
カ
ル

チ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー
な
ど
を
回
っ
て
出
演
者
を

募
集
。一
人
３
０
０
０
円（
入
場
券
6
枚
分
）を

払
っ
て
出
演
し
て
も
ら
い
、
観
客
か
ら
は
入

場
料
と
し
て
５
０
０
円
を
徴
収
。そ
れ
ら
の

収
益
が
奨
学
金
に
充
て
ら
れ
る
と
い
う
仕
組

み
だ
。幕
間
に
は
支
援
先
の
様
子
を
学
生
た

ち
が
発
表
す
る
。「
国
際
協
力
ス
テ
ー
ジ
」は
、

カ
ン
ボ
ジ
ア
へ
の
思
い
を
多
く
の
人
々
と
共

有
す
る
た
め
の
イ
ベ
ン
ト
で
も
あ
る
の
だ
。

　

日
本
の
学
生
が
ス
タ
デ
ィ
ツ
ア
ー
で
カ
ン

ボ
ジ
ア
を
訪
れ
る
こ
と
も
あ
る
。奨
学
生
の

家
に
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
し
、
そ
こ
で
家
族
の
大

切
さ
を
体
感
し
な
が
ら
、
幸
せ
と
は
何
か
を

考
え
る
の
だ
と
い
う
。こ
う
し
た
日
本
と
カ

ン
ボ
ジ
ア
の
学
生
た
ち
の
交
流
は
、

そ
の
後
も
ビ
デ
オ
レ
タ
ー
の
交
換

な
ど
を
通
し
て
続
い
て
い
く
。

　

小
指
会
の
良
き
相
談
相
手
で
あ

る
後
藤
さ
ん
は
、「
一
方
的
な
支
援

で
は
な
く
、同
世
代
が
互
い
に
刺
激

し
合
う
こ
と
で
、何
か
大
き
な
力
を

得
て
い
る
よ
う
に
思
い
ま
す
」と
話

す
。日
本
の
学
生
た
ち
が
、生
き
て
い
く
た
め

の
大
切
な
力
を
カ
ン
ボ
ジ
ア
の
若
者
た
ち
か

ら
も
ら
っ
て
い
る
の
だ
。

　

テ
リ
ー
は
、
15
歳
の
時
に
セ
カ
ン
ド
ハ
ン

ド
の
招
き
で
来
日
し
た
こ
と
が
あ
る
。

　
「
小
さ
い
こ
ろ
は
、
学
校
に
行
け
る
の
か
、

食
べ
物
は
あ
る
の
か
、
そ
れ
が
一
番
の
心
配

事
で
し
た
。外
国
に
行
け
る
な
ん
て
か
な
う

い
つ
か
空
高
く
飛
ぶ
夢
を
見
た

目
の
前
に
立
ち
は
だ
か
っ
た
大
き
な
壁

奨学生から授業を受け
る地域の子どもたち。援
助に依存するだけでな
く、助け合い、支え合うこ
との意味を奨学生たち
に考えてもらうのが目的

香
川
県
高
松
市
を
拠
点
に
、１
９
９
４
年
か
ら
カ

ン
ボ
ジ
ア
へ
の
協
力
を
続
け
て
い
る（
社
）セ
カ
ン
ド

ハ
ン
ド
。そ
の
中
の
学
生
メ
ン
バ
ー
が
結
成
し
た
セ

カ
ン
ド
ハ
ン
ド
学
生
部「
小
指
会
」は
、カ
ン
ボ
ジ
ア

の
子
ど
も
た
ち
の
笑
顔
の
た
め
に
、教
育
支
援
を

続
け
て
い
る
。

カ
ン
ボ
ジ
ア
の
学
生
か
ら
日
本
へ

生
き
る
力
の
贈
り
物

ココロとココロ
～届け 私たちの思い～

JICAでは、国際協力に関心のある日本の皆さまからの寄付
を、開発途上国の貧困削減や環境保全への取り組みに活用
する「世界の人びとのためのJICA基金」で受け付けていま
す。皆さまのご支援をお待ちしております。

お寄せいただいた寄付金は、途上国の貧困削減、医療や教育の提供、
環境問題の解決などに取り組むNGOの活動に充てられます。各支援
活動や寄付金事業収支についてのご報告は、「JICA寄付サイト」で公
表します。

あなたの小さな一歩から始まる国際協力

世界の人びとのためのJICA基金

寄付金の使われ方

「JICA寄付サイト」からお申し込み下さい。クレジットカードによる決済
や、銀行・郵便振込みなどがお使いいただけます。
JICA寄付サイトURL:http://www.kifu.jica.go.jp/

寄付の方法

こ
と
の
な
い
夢
だ
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。空

を
飛
ん
だ
ら
ど
ん
な
気
持
ち
が
す
る
の
か

な
、
そ
ん
な
こ
と
を
考
え
な
が
ら
飛
行
機
を

見
上
げ
て
い
ま
し
た
」

　

日
本
の
友
達
と
交
流
で
き
た
こ
と
を
喜

び
、
感
謝
す
る
気
持
ち
を
綴
っ
た
文
章
の
一

部
だ
。テ
リ
ー
は
19
歳
。医
師
に
な
る
こ
と
を

夢
見
て
、大
学
で
勉
強
に
励
ん
で
い
る
。

　
「
貧
困
自
体
が
不
幸
な
の
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。貧
し
く
て
病
気
を
治
せ
な
い
、学
校
に
行

き
た
い
け
ど
行
け
な
い
と
い
う
よ
う
に
、
貧

困
の
た
め
に
人
間
の〝
可
能
性
〞が
閉
ざ
さ
れ

て
し
ま
う
こ
と
が
不
幸
な
の
だ
と
思
い
ま
す
」

　

セ
カ
ン
ド
ハ
ン
ド
の
創
設
者
、
新
田
恭
子

さ
ん
の
言
葉
だ
。小
指
会
に
集
う
日
本
の
学

生
た
ち
は
今
、
支
援
を
通
し
て〝
可
能
性
〞の

扉
を
ゆ
っ
く
り
と
、
そ
し
て
確
実
に
開
い
て

い
る
。

来日時に香川県内の高校の授業に参加するテリー（右）

セカンドハンドの活動の様子や団体の詳細は、ホームページでご覧
になれます。 http://2nd-hand.main.jp/

小指会の活動に賛同し、募金活動に参加する学
生たち

小指会の支援で建設
された学校。校舎には
「KOYUBIKAI」のマ
ークが刻まれている

プノンペン

カンボジア

ベトナム

タイ

こ
ゆ
び
か
い
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自身の専門技術や知識を生かし、国際協力の最前線で活躍するＪＩＣＡ専門家。
日本人の代表として、支援が終わってからも引き継がれていく“技術”や“ノウハウ”を伝えている。

Q&AJICA専門家って
どんな仕事をしているの？

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
の
技
術
協
力
の
現
場

で
活
動
し
て
い
る
の
が
Ｊ
Ｉ
Ｃ

Ａ
専
門
家
と
呼
ば
れ
る
方
た
ち
で
す
。

彼
ら
は
、
そ
れ
ぞ
れ
専
門
知
識
や
技
術

を
持
っ
た
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
。
途
上
国
か

ら
の
要
請
や
政
府
間
の
国
際
約
束
に
基

づ
い
て
、
政
府
機
関
、
研
究
機
関
、
教
育

機
関
な
ど
に
派
遣
さ
れ
て
い
ま
す
。
活
動

分
野
は
、
教
育
や
保
健
・
医
療
、
農
業
、

環
境
な
ど
多
岐
に
わ
た
り
ま
す
。

　

多
く
の
専
門
家
は
「
技
術
移
転
型
」
の

支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
政
府

や
関
係
機
関
の
職
員
に
、
技
術
や
知
識

を
伝
え
た
り
、
制
度
や
組
織
の
改
善
を

提
案
し
た
り
す
る
こ
と
。
例
え
ば
、
病
院

で
は
医
師
や
看
護
師
の
指
導
に
当
た
る

ス
タ
ッ
フ
に
指
導
法
や
応
用
技
術
を
教

え
、
ま
た
、
あ
る
政
府
機
関
で
は
高
官
に

政
策
立
案
や
行
政
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
関

す
る
ア
ド
バ
イ
ス
を
行
っ
た
り
し
ま
す
。

　

そ
の
中
で
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
専
門
家
に
は
、
単

な
る
技
術
移
転
に
と
ど
ま
ら
ず
、
そ
の

先
を
視
野
に
入
れ
た
協
力
を
行
う
こ
と

が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。
最
終
的
に
は
、

現
地
の
人
々
が
自
ら
課
題
を
発
見
・
解
決

し
、
日
本
人
の
専
門
家
が
い
な
く
て
も
対

処
し
て
い
け
る
こ
と
が
大
切
な
の
で
す
。

　

一
方
、
こ
う
し
た
技
術
移
転
型
の
専
門

家
の
方
の
仕
事
が
円
滑
に
進
む
よ
う
に

サ
ポ
ー
ト
す
る
「
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
／
調
整

型
」
の
専
門
家
活
動
も
あ
り
ま
す
。
こ
の

タ
イ
プ
の
専
門
家
の
方
に
は
、
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
関
係
者
と
の
連
絡
・
調
整
、
広
報
、

経
理
な
ど
の
活
動
を
し
て
い
た
だ
き
ま

す
。
そ
の
ほ
か
に
も
、
調
査
・
分
析
・
案
件

の
形
成
な
ど
を
行
う
「
企
画
調
査
員
」
が

J
I
C
A
事
務
所
で
活
躍
し
て
い
ま
す
。

　

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
専
門
家
の
バ
ッ
ク
グ
ラ
ウ
ン

ド
は
、
大
き
く
分
け
る
と
、
フ
リ
ー
ラ
ン

ス
の
立
場
で
一
般
募
集
に
応
募
し
て
採
用

さ
れ
る
ケ
ー
ス
と
、
各
省
庁
、
開
発
コ
ン

サ
ル
テ
ィ
ン
グ
企
業
、一
般
企
業
、
大
学
、

Ｎ
Ｇ
Ｏ
な
ど
に
所
属
し
な
が
ら
現
地
に

派
遣
さ
れ
る
ケ
ー
ス
が
あ
り
ま
す
。

　

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
専
門
家
に
な
る
に
は
、
特
定

分
野
で
の
高
い
知
識
と
経
験
、
語
学
力
に

加
え
、課
題
解
決
能
力
、調
査
分
析
能
力
、

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
、
援
助
関
連

知
識
・
経
験
な
ど
幅
広
い
力
量
が
求
め

ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
本
音
で
語
り
合
い
、

時
に
は
互
い
の
意
見
を
ぶ
つ
け
合
い
な
が

ら
、
関
係
者
と
良
い
人
間
関
係
を
築
い
て

い
け
る
だ
け
の
度
量
と
人
間
性
も
大
切

だ
と
思
い
ま
す
。

　

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
専
門
家
の
仕
事
に
関
心
が

あ
る
方
は
、
国
際
協
力
キ
ャ
リ
ア
総
合
情

報
サ
イ
ト
「
Ｐ
Ａ
Ｒ
Ｔ
Ｎ
Ｅ
Ｒ
」
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。「
P
A
R
T
N
E
R
」
上
で
の

人
材
登
録
が
、
皆
さ
ん
の
国
際
協
力
分

野
で
の
活
躍
の
第
一
歩
と
な
る
こ
と
を

願
っ
て
い
ま
す
。

Q

A
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JICA国際協力人材部
国際協力人材センター課

高野 翔
PROFILE
大学・大学院で生物機能工学を専攻。200
9年4月、JICAに就職。ラオス事務所での
研修を経て、9月より現職。国際協力人材の
登録業務などを担当。

「途上国の人々が自ら課題を解決できるよう、
  技術やノウハウを伝えています」

PARTNER

（上）ラオスの「貿易促進強化プロジェクト」では、貿易資料
が閲覧できる図書館の開設に向けて、2人のJICA専門家が
アドバイス（右手前）
（左）ベトナムの首都ハノイで実施中の「交通安全人材育成
プロジェクト」で、現場を視察するJICA専門家（右）
（撮影：久野真一）

http://partner.jica.go.jp/
JICA専門家募集案件を含む、
国際協力人材情報はこちらから！

国際協力キャリア
総合情報サイト

PARTNER 検索で
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JICA UPDATE

市
民
の
国
際
協
力
フ
ォ
ー
ラ
ム

「
世
界
を
変
え
る
初
め
の
一
歩
」
開
催

29                         December 2009

DECEMBER 2009

　

10
月
18
日
、Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
地
球
ひ
ろ
ば

で
、市
民
の
国
際
協
力
フ
ォ
ー
ラ
ム「
世

界
を
変
え
る
初
め
の
一
歩
」が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。当
日
は
国
際
協
力
に
関
心

を
持
つ
約
２
０
０
人
の
市
民
が
集
い
、

ス
テ
ー
ジ
上
で
繰
り
広
げ
ら
れ
る
ト
ー

ク
に
熱
心
に
耳
を
傾
け
ま
し
た
。

　

第
一
部
は
、タ
イ
で
車
い
す
の
修
理
活

動
に
取
り
組
む
栃
木
県
立
栃
木
工
業

高
等
学
校
、ベ
ト
ナ
ム
支
援
を
長
年
続

け
て
い
る
千
葉
県
、フ
ェ
ア
ト
レ
ー
ド

コ
ー
ヒ
ー
を
店
舗
で
導
入
し
て
い
る
株

式
会
社
ゼ
ン
シ
ョ
ー
が
、そ
れ
ぞ
れ
の
活

動
を
紹
介
し
ま
し
た
。

　

続
く
第
二
部
で
は
、こ
れ
ま
で
数
々
の

開
発
途
上
国
を
取
材
し
て
い
る
福
留
功

男
さ
ん
を
座
長

に
迎
え
、「
一

歩
踏
み
出
し
た

実
践
者
た
ち
」

と
題
し
た
パ
ネ

ル
ト
ー
ク
を
開

催
。Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
か
も
の
は
し

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

共
同
代
表
の

村
田
早
耶
香

さ
ん
、メ
リ
ー
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
主

宰
の
水
谷
孝

次
さ
ん
、Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ロ
シ
ナ
ン
テ
ス
理

事
長
の
川
原
尚
行
さ
ん
、Ｎ
Ｇ
Ｏ
エ
ク
マ

ッ
ト
ラ
顧
問
の
渡
辺
大
樹
さ
ん
ら
国
際

協
力
の
最
前
線
で
活
躍
す
る
４
人
の
パ

ネ
リ
ス
ト
が
、国
際
協
力
を
始
め
た
き
っ

か
け
、活
動
の
や
り
が
い
や
苦
労
な
ど
を

話
し
ま
し
た
。福
留
さ
ん
は「
純
粋
な
気

持
ち
で
、自
分
自
身
と
真
正
面
か
ら
向

き
合
っ
て
生
き
て
い
る
皆
さ
ん
の
姿
は

輝
い
て
い
ま
す
。私
た
ち
も
今
日
を
き
っ

か
け
に
一
歩
踏
み
出
し
ま
し
ょ
う
」と
会

場
に
訴
え
掛
け
ま
し
た
。

　

最
後
は
、国
際
的
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン「S

T
A
N
D
 U
P
 TA
K
E
 A
C
TIO
N

」を
参
加

者
全
員
で
実
施
。貧
困
撲
滅
へ
の
願
い

を
込
め
て
力
強
く
立
ち
上
が
り
ま
し
た
。

02
　

フ
リ
ー
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の
池
上
彰
さ

ん
が
、国
際
協
力
に
携
わ
る
専
門
家
へ

の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
や
現
場
レ
ポ
ー
ト
を
通

じ
て
、世
界
の
問
題
を
分
か
り
や
す
く

解
説
す
る『
池
上
彰
と
考
え
る
！
ビ
ジ

ネ
ス
パ
ー
ソ
ン
の「
国
際
貢
献
」入
門
』

が
、日
経
ビ
ジ
ネ
ス
オ
ン
ラ
イ
ン
上
で
始

ま
っ
て
い
ま
す
。
水
や
教
育
、食
料
、復

興
支
援
、保
健
医
療
な
ど
、開
発
途
上

国
が
抱
え
る
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
に
つ
い

て
、今
何
が
必
要
な
の
か
、ど
う
す
れ
ば

解
決
で
き
る
の
か̶

そ
ん
な
疑
問
に
対

し
て
、池
上
さ
ん
が
各
分
野
の
第
一
人
者

と
の
対
談
を

通
じ
て
分
か

り
や
す
く
答

え
を
導
き
出

し
て
く
れ
ま

す
。

　

池
上
さ
ん

ご
本
人
に
よ

る
ア
フ
リ
カ

の
ス
ー
ダ
ン
、ウ
ガ
ン
ダ
取
材
の
レ
ポ
ー

ト
も
必
見
で
す
！

Ｕ
Ｒ
Ｌ
：http://special.nikkeibp.

co.jp/ts/article/0i0i/103816/

03
　

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
地
球
ひ
ろ
ば
で
は
、毎
年
春

と
夏
に
、全
国
の
大
学
生
を
対
象
に「
ジ

ュ
ニ
ア
地
球
案
内
人
」プ
ロ
グ
ラ
ム
を
実

施
し
て
い
ま
す
。
来
場
者
に
展
示
内
容

を
分
か
り
や
す
く
説
明
し
た
り
、国
際

協
力
に
関
す
る
相
談
に
応
じ
た
り
す
る

「
地
球
案
内
人
」の
仕
事
体
験
や
、国
際

協
力
関
係
者
か
ら
の
講
義
な
ど
を
通
じ

て
、自
分
と
国
際
協
力
の
か
か
わ
り
方
を

考
え
ら
れ
る
約
10
日
間
の
体
験
型
プ
ロ

グ
ラ
ム
で
す
。
今
回
は
、
春
休
み

（
2
0
1
0
年
2
月
11
日
〜
3
月
13
日

を
予
定
）の
参
加
募
集
を
受
け
付
け
て
い

ま
す
。熱
意
あ
る
大
学
生
の
皆
さ
ん
の
ご

応
募
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

募
集
期
間
：
09
年
12
月
1
日
〜
2
0
1
0

年
1
月
8
日（
当
日
必
着
）

問
：
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
地
球
ひ
ろ
ば 

地
球
案
内

デ
ス
ク（
東
京
都
渋
谷
区
広
尾
）

T
E
L
：0120-767278

※
応
募
書
類
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（http://

w
w
w
.jica.go.jp/hiroba/study/a

t_jica/junior_guide.htm
l/

）か
ら

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

（上）パネルトークで熱い議論を交わす福留さんとパネリスト
（下）全員でSTAND UP！

大
好
評
！『
池
上
彰
と
考
え
る
！

ビ
ジ
ネ
ス
パ
ー
ソ
ン
の「
国
際
貢
献
」入
門
』

J
I
C
A
地
球
ひ
ろ
ば「
ジ
ュ
ニ
ア
地
球
案
内
人
」募
集



会期 ： 2009年12月1日（火）～2010年2月28日（日）
会場 ： JICA地球ひろば（東京都渋谷区）
開館時間 ： 10時～20時（土・日・祝日は18時まで）、月曜・年末年始休館
料金 ： 無料　
問 ： 地球案内デスク 0120-767278　
http://www.jica.go.jp/hiroba/

2009年／日本・アメリカ・ボリビア合作／102分
監督 ： 松下俊文
製作 ： ドルフィンプロダクション
公開 ： 12月19日（土）より渋谷ユーロスペースほか、全国順次公開
URL ： http://www.pachamama-movie.com/

©Dolphin Productions

JICA地球ひろば企画展
“マネー、マネー、マネー
［世界経済の格差とバランス］”
世界金融市場の混乱で貧富の格差がますます広がっている今、
開発途上国の貧困問題を“体験”を通して考える企画展。世界
は勝ち組と負け組の二者択一なのか、すべての人が豊かになる
ことは不可能なのか―。12月9日（水）にはJICA国際協力専門
員・大塚二郎氏が「開発途上国と金融バブル」をテーマに、1月
27日（水）には国連人口基金東京事務所長・池上清子氏が「経
済危機とお母さんの命」をテーマにセミナーも開催予定。

『パチャママの贈りもの』
南米ボリビアのウユニ塩湖。ここで父親と塩を採集している少年
コンドリが、生まれて初めて山間の村々に塩を運ぶ“塩キャラバ
ン”の旅に出る。3カ月にわたる旅でコンドリが出会うのは･･･。
ニューヨーク在住の松下俊文監督が、２００１年の同時多発テロ
をきっかけに６年の歳月をかけて撮影したこの長編映画。「パチャ
ママ」とは、アンデス先住民の言葉で「母なる大地」。すべての生
命はパチャママから生まれ、再びパチャママへ戻っていくと考えら
れている。暮らしは貧しいが、パチャママから与えられる恵みに感
謝し、自然とともに笑顔で生きる人々。その姿からは、現代社会が
忘れている人間が本来あるべき姿が見えてくるようでもある。

B  OOKM  OVIE

E  VENT

新 着 情 報

この本を
1人の方に
プレゼント
詳細は
38ページへ

この本を
1人の方に
プレゼント
詳細は
38ページへ

『世界へ翔ぶ 国連機関をめざすあなたへ』
世界保健機関（WHO）に勤務し、現在は大学教員として
世界で活躍する若者の育成に情熱を注いでいる著者が、
自らの経験をもとに国連職員になるための方法を指南する
一冊。突然の解雇通告が日常茶飯事の国連機関で、著者
はどのように仕事に取り組んできたのか。また難関を突破
し、厳しい環境で任務を遂行するために求められる適性や
心構えをアドバイスしている。WHOがどのようにエイズ対策
のプログラムを立ち上
げ、実践していったかに
ついても書かれており、
WHOを知る教科書とし
ても役立ちそう。

B  OOK

『世界を変えるデザイン　
ものづくりには夢がある』
開発途上国の人々に必要なのは、生活を改善するための
「もの（製品）」である。そして役立つ「もの」を作るためには
優れた「デザイン」が欠かせない。そう考えた著者が、「も
の」が世界を変えるという信念のもと、ものづくりに取り組む
デザイナーや建築家、エンジニア、起業家たちの作品を集
めたのが本書。どんな水でも飲み水に変えられる携帯用浄
水器、水を転がして運ぶ
ことで水くみが楽になる
筒型容器など、掲載され
た多くの事例からデザイ
ンが持つ問題解決の可
能性に驚かされる。

玉城英彦 著
彩流社
1,890円（税込）

シンシア・スミス 編
槌屋詩野 監訳／北村陽子 訳
英治出版
2,100円（税込）
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「
持
た
ざ
る
国
」に

 

見
る
希
望

Burkina Faso
［ブルキナファソ］
文・写真＝國森 康弘（フォトジャーナリスト）

笑顔で駆ける少年たち。その道は続く

地球ギャラリー vol.15



B.マラリア検査の陽性結果。ハイシー
ズンの8月ごろからは9割の子どもが感
染する
C.注射を受けるマラリア感染の子ども
D.国際NGO「国境なき医師団」の診
療所には、多くの栄養失調の子どもが
運ばれる

BC

　

タ
タ
タ
ッ
。
赤
い
土
壁
が
立
ち
並
ぶ
集
落
を
眺
め
て

い
る
と
突
如
、
勢
い
よ
く
少
年
が
駆
け
抜
け
た
。
ブ

ル
キ
ナ
フ
ァ
ソ
北
部
の
村
ゴ
ル
キ
に
は
、
一
夫
多
妻
制

の
大
家
族
が
暮
ら
す
。
夫
の
家
を
囲
む
よ
う
に
、
妻

の
数
だ
け
新
た
な
住
居
が
増
え
て
い
く
の
だ
。

　

し
ば
ら
く
歩
い
て
み
る
と
、
多
く
の
家
に
、
元
気

な
子
ど
も
た
ち
の
陰
に
隠
れ
る
よ
う
に
し
て
や
せ
衰

え
横
た
わ
る
幼
児
が
い
た
。
栄
養
失
調
に
下
痢
や
マ

ラ
リ
ア
を
併
発
し
、
命
の
危
険
に
さ
ら
さ
れ
て
い
る
。

軒
下
の
温
度
計
は
60
度
に
迫
っ
て
い
た
。

　

数
十
人
の
子
ど
も
が
カ
メ
ラ
の
前
に
集
ま
っ
て
き

た
。
こ
の
辺
り
で
は
、
無
料
に
も
か
か
わ
ら
ず
学
校

に
通
え
な
い
児
童
が
少
な
く
な
い
と
い
う
。

　

生
き
て
い
く
に
は
「
労
働
力
と
し
て
子
ど
も
が
必

要
」
と
親
は
言
う
。
学
校
に
行
か
せ
る
余
裕
は
な
い
。

こ
の
国
で
は
半
数
近
く
の
子
ど
も
が
児
童
労
働
に
従

事
し
て
い
る
と
の
報
告
も
あ
る
。
隣
国
ガ
ー
ナ
や
コ

ー
ト
ジ
ボ
ワ
ー
ル
の
カ
カ
オ
農
園
で
働
か
さ
れ
る
子

ど
も
も
多
い
。

A.典型的な田舎の集落と、家々の間を駆け抜ける少年

D

E.毎年8月ごろから食料が底をつき、栄養失調が深刻になる

F.家の中にたたずむ母子



HI

JK

L

M

　

学
校
教
育
を
満
足
に
受
け
ら
れ
な
い
ブ
ル
キ
ナ
フ

ァ
ソ
の
成
人
識
字
率
は
３
割
未
満
。
こ
の
数
字
を
は

じ
め
、
Ｇ
Ｄ
Ｐ
（
国
民
総
生
産
）
や
寿
命
な
ど
か
ら
国

連
が
は
じ
き
出
す
「
人
間
開
発
指
数
」
で
こ
の
国
は
、

常
に
世
界
の
最
下
層
に
い
る
。

　

主
産
業
は
農
業
と
牧
畜
。
国
土
の
大
半
は
サ
バ
ン

ナ
で
、
北
部
は
砂
漠
化
が
進
む
乾
燥
地
帯
「
サ
ヘ
ル
」

が
広
が
る
。

　

多
く
の
人
々
が
ヒ
エ
や
ア
ワ
、
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
な
ど

の
雑
穀
や
綿
花
の
栽
培
で
生
計
を
立
て
て
い
た
が
、

温
暖
化
の
影
響
か
、
近
年
は
雨
期
で
も
深
刻
な
水
不

足
に
見
舞
わ
れ
、
土
地
が
や
せ
農
作
物
が
採
れ
な
く

な
っ
て
き
た
。
農
地
や
家
畜
を
手
放
し
、
降
雨
量
が

比
較
的
多
い
南
の
方
へ
移
り
住
む
「
気
候
難
民
」
も

増
え
て
い
る
。
そ
し
て
、
気
候
に
左
右
さ
れ
な
い
金
の

採
掘
な
ど
に
、
子
ど
も
が
駆
り
出
さ
れ
る
よ
う
に
な

っ
て
き
た
。

　

物
価
も
上
が
っ
た
。
ア
メ
リ
カ
発
の
金
融
危
機
で
、

投
機
資
金
が
穀
物
市
場
に
流
れ
込
み
国
際
的
に
穀
物

価
格
が
上
昇
、
そ
れ
が
ブ
ル
キ
ナ
フ
ァ
ソ
に
も
波
及
し

て
い
る
。
田
舎
ほ
ど
輸
送
費
も
か
さ
み
、
人
々
が
手
に

す
る
食
料
の
値
上
げ
幅
が
大
き
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

　

か
く
し
て
、
「
最
も
困
難
な
国
」
の
一
つ
に
挙
げ
ら

れ
て
い
る
ブ
ル
キ
ナ
フ
ァ
ソ
だ
が
、
そ
の
一
方
で
希
望

を
抱
か
せ
る
よ
う
な
魅
力
に
も
あ
ふ
れ
て
い
る
。

　

国
名
が
フ
ラ
ン
ス
語
で
「
清
廉
潔
白
な
人
々
」
を

意
味
す
る
よ
う
に
、
人
々
は
誇
り
高
く
、
純
朴
で
温

か
い
。
こ
れ
と
い
っ
た
資
源
が
な
い
分
、
紛
争
も
な

い
。
ム
ス
リ
ム
や
キ
リ
ス
ト
教
徒
、
土
着
宗
教
の
信
徒

た
ち
は
争
い
な
く
共
存
し
、
村
々
で
は
重
犯
罪
は
お

ろ
か
、
軽
犯
罪
も
少
な
い
。

　

２
０
０
８
年
か
ら
は
、
初
等
教
育
の
質
の
向
上
を

目
指
し
て
、
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
の
現
職
教
員
研
修
に
対
す
る

協
力
が
始
ま
っ
て
い
る
。
適
切
な
支
援
と
ブ
ル
キ
ナ

フ
ァ
ソ
政
府
の
ガ
バ
ナ
ン
ス
次
第
で
は
、
ア
フ
リ
カ

の
、
い
や
世
界
の
模
範
国
に
な
り
得
る
―
。
子
ど
も

た
ち
の
笑
顔
を
眺
め
な
が
ら
、
そ
ん
な
こ
と
に
思
い

を
巡
ら
せ
て
い
た
。

地球ギャラリー 
vol.15

G.荷物を運び生活費を稼ぐ少年。児童労働に従事する子どもは半数近くにも上る

H.ストリートチルドレン
I .完成した井戸にはき
れいな水を求めて人々
が集まってくる

J.路上の肉屋さん。金融
危機以降、食料の価格は
上がってしまった
K.「国境なき医師団」が
配る栄養価の高いピーナ
ツペーストで栄養失調か
ら回復しつつある幼子
L.学校に通う子はこの集
落で半数程度。フランス
領だった影響が色濃く残
り、教科書はフランス語

M.働く若者。国内唯一の
総合大学卒のエリートで
も毎年600人中100人
ほどしか就職できない。優
秀な人材は職を求めて近
隣諸国へ流出する



首都 ： ワガドゥグー
面積 ： 27万4,200ｋ㎡（日本の約0.7倍）
人口 ： 約1,520万人（2009年）
公用語 ： フランス語
宗教 ： 伝統宗教、イスラム教、キリスト教
1人当たり国民総所得（GNI）： 430ドル（07年）
経路 ： 日本からの直行便はなく、パリ経由が一般的
通貨 ： CFAフラン（XOF）　1XOF＝約0.2円（09年11月現在）
気候 ： 北部と東部は乾燥気候、南西部はサバナ気候に属し、乾期（11～6月）と
雨期（７～10月）に分かれる。3～5月の高温期には、気温が45度程度まで上がる
こともあるが、湿度は低い。

Burkina Faso
ブルキナファソ

Illustration / Hori Takao

JICAの活動

生活基礎インフラの
充実と貧困からの
脱却を
高貴な国名に、真面目で勤勉と名高い国民性。だ
が現実には、国民の7割が1日2ドル以下の生活を
送る国、それがブルキナファソだ。貧困からの脱却
を目指し、JICAは多くの分野で支援を行っている。

　内陸国で資源に乏しく、世界で最
も貧しい国の一つでもあるブルキナフ
ァソ。綿花の輸出など農業に大きく依
存する国内経済は、天候や国際価格
の動向に左右されやすく、さらに北部
の半乾燥地域では砂漠化が進んで
いる。この国では国民の8割以上が
農村部に住む貧困層であり、基礎的
な生活サービスを受けられない人 も々
多い。こうした状況を踏まえ、JICAは
貧困削減と人々の生活改善を図るた
めに、教育、農業・農村開発、環境・気
候変動対策、保健・医療、水・衛生の
5分野を中心とした援助を展開してい
る。
　教育分野では、小学校教員の理数
科指導法の改善を支援。就学率の向

上に積極的に取り組んでいる同国で
は、不足する教員の数を確保するため
に初等教員養成課程が短縮された。
しかし、能力不十分の教員が指導する
ケースが増え、教育の質の低下という
問題にも直面している。プロジェクトで
は、模擬授業や指導方法に関するワ
ークショップなどを通じ、児童中心型の
授業ができる教員の育成を目指して
いる。
　また環境分野では、南西部コモエ
県で、住民参加型の森林管理活動
により国の指定林を保全していくため
の協力を行っている。今、ブルキナフ
ァソでは砂漠化の拡大に加え、人口
増加や伐採などで各地の森林が減
少し続けている。JICAの支援では、保

全活動の一環として、植物・果物から
作られる製品や養蜂などによる生計
向上活動も実施されている。
　保健・医療分野では、国民の死亡
原因の半数近くを占めるマラリアの予
防に取り組む。ここでは複数の青年海
外協力隊員がグループとなって、予防
啓発イベントを開いたり、各地を巡回し
て媒介蚊を防ぐ蚊帳配布のモニタリ
ングや使用状況の確認をしている。

水・衛生分野では、
無償資金協力で
井戸を建設すると
ともに、住民が継
続的に維持管理
できるよう支援

理数科教員の指導法
改善の一環で行われ
た模擬授業

協力隊が開いたイベントで、
現地の子どもたちがマラリア
予防啓発の劇を披露

アフリカのお赤飯
「ベンガ」

ブルキナファソ料理

地球ギャラリー
Vol.15

　
ブ
ル
キ
ナ
フ
ァ
ソ
の
主
要
民
族
の一つ
で
あ
る

モ
シ
族
に
は
、モ
ー
ロ・ナ
ー
バ（
王
）を
中
心
と

す
る
王
制
文
化
が
現
代
も
続
い
て
い
る
。農

耕
民
族
で
あ
る
彼
ら
は
、体
力
の
つ
く
食
材

を
よ
く
知
っ
て
い
る
。そ
の
代
表
が
、サ
サ
ゲ

（n
iéb
é

）だ
。ほ
か
に
も
ト
ウ
ジ
ン
ビ
エ

（m
il

）、モ
ロ
コ
シ（sorgho

）な
ど
の
穀
類
が

あ
る
が
、１
年
間
の
食
料
を
賄
え
る
か
ど
う

か
を
決
め
る
雨
期
の
耕
作
期
は
、こ
の
サ
サ
ゲ

料
理
が
重
宝
さ
れ
る
。

　

調
理
方
法
は
さ
ま
ざ
ま
で
、ほ
か
の
穀
類
と

混
ぜ
て
炊
い
た
り
、炊
い
た
豆
を
つ
ぶ
し
て
ペ
ー

ス
ト
状
に
し
た
り
、す
っ
た
豆
を
蒸
し
て
食
べ

た
り
す
る
。そ
の
中
で
最
も
簡
単
で
庶
民
的

な
の
が
、「
ベ
ン
ガ
」だ
。「
道
端
で
売
っ
て
い
る
ベ

ン
ガ
を
自
転
車
に
乗
っ
て
買
い
に
来
て
、帰
り
は

自
転
車
を
置
き
忘
れ
て
し
ま
う
」と
い
う
笑
い

話
が
あ
る
ほ
ど
モ
シ
族
は
ベ
ン
ガ
好
き
。

　

豆
と
お
コ
メ
を
一
緒
に
炊
く
の
で
、一
見
、お

赤
飯
と
見
間
違
え
て
ご
ま
塩
を
か
け
た
く
な

っ
て
し
ま
う
が
、こ
こ
で
は
仕
上
げ
に
食
用
の

シ
ア
バ
タ
ー
を
熱
々
の
ベ
ン
ガ
に
乗
せ
、溶
か
し

な
が
ら
い
た
だ
く
の
が
通
の
食
べ
方
。こ
う
す

る
と
お
い
し
さ
１
０
０
倍
、手
作
業
で
行
う
畑

仕
事
も
１
０
０
人
力
と
い
う
わ
け
だ
。

〈
ベ
ン
ガ
〉

【
材
料（
6
人
前
）】

サ
サ
ゲ
３
カ
ッ
プ
／
コ
メ
３
合
／
重
曹
少
量

（
あ
れ
ば
）／
シ
ア
バ
タ
ー
ま
た
は
油
や
バ
タ
ー

少
量（
お
好
み
）／
塩
少
（々
お
好
み
）

【
作
り
方
】

１
．サ
サ
ゲ
の
豆
を
洗
っ
て
た
っ
ぷ
り
の
お
湯
で

炊
く
。

２
．沸
騰
し
た
ら
重
曹
を
入
れ
、豆
が
柔
ら
か

く
な
っ
た
ら
、ひ
た
ひ
た
に
な
る
ぐ
ら
い
ま

で
余
計
な
水
分
を
捨
て
る
。

３
．洗
っ
た
コ
メ
を
豆
の
上
に
乗
せ
て
蒸
し
炊
き

に
す
る
。（
こ
の
と
き
、豆
と
米
は
混
ぜ
な
い

こ
と
）

４
．コ
メ
が
炊
き
上
が
る
少
し
前
に
コ
メ
の
上
か

ら
少
々
水
を
打
ち
、炊
き
上
が
っ
た
ら
、火

か
ら
下
ろ
し
て
全
体
を
混
ぜ
る
。

5
．よ
そ
っ
た
ご
飯
の
中
に
シ
ア
バ
タ
ー
を
入
れ

る
。好
み
で
塩
を
ふ
り
か
け
る
。

in ブルキナファソ

筆者（左）も出来たてのベンガにシアバター
を混ぜ、いざ試食！

ブルキナファソ

マリ

ガーナ

■JICAの協力実績（人数ベース）
2009年11月30日現在

研修員受入

専門家派遣

青年海外協力隊

2008年

104人

7人

33人

累計

460人

32人

221人

ワガドゥグー

ロロペニ
コモエ県

事務所開設　2006年

文・写真＝樋渡優子
（ＪＩＣＡブルキナファソ事務所ボランティア調整員）

December 2009                         3637                         December 2009



DECEMBER 2009 No.15
編集・発行／独立行政法人 国際協力機構　Japan International Cooperation Agency : JICA

次号予告（2010年1月1日発行予定）

本誌をご希望の場合は
送料ご負担（200円）にて
お送りいたします。

NGOとJICAが連携して取り組む国際協力を紹介します。

〒102-8012　東京都千代田区二番町5-25　二番町センタービル1～6階　
TEL：03-5226-9781   FAX：03-5226-6396　URL：http://www.jica.go.jp/　
本誌掲載の記事、写真、イラストなどの無断転載を禁じます。

氏名・住所・電話番号・ご希望の号
数もしくは送付期間を明記の
上、下記にお申し込みください。

申込方法

申 込 先
住 　 所
T　E　L
F A　X
E m a i l
支払方法

（株）国際開発ジャーナル社 業務部（発送代行）
〒107-0052  東京都港区赤坂2-13-19 多聞堂ビル
03-3584-2191
03-3582-5745
order@idj.co.jp
「ゆうメール」の着払いとなりますので、
本誌と引き替えに200円をお支払いください。　

本誌へのご意見・ご感想や
JICAへのご質問を
お寄せください。

Email : jica@idj.co.jp
F A X :03-3582-5745（『JICA’s World』編集部宛）

① ブックカバー・クマの人形
② 書籍『世界を変えるデザイン
　 ―ものづくりには夢がある』（p30参照）
③ 書籍『世界へ翔ぶ 国連機関をめざすあなたへ』（p30参照）

◎応募締切：2010年1月15日

添付のアンケートはがき、Eメール、FAXから、本誌に対す
るご意見やご感想、またJICAへのご質問を、氏名・住所・
電話番号・職業・年齢・性別・ご希望のプレゼントを明記の
上、お送りください。ご記入いただいた個人情報は統計処
理およびプレゼント発送以外の目的で使用いたしません。
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1 2 3

﹇
9
月
号
特
集
「
未
来
へ
の
投
資
」
へ
の
コ
メ
ン
ト
﹈ 

■
事
業
内
容
と
、
途
上
国
の
成
長
に
イ
ン
フ
ラ
整
備
が
不
可
欠
で
あ
る

こ
と
が
よ
く
わ
か
る
。
デ
リ
ー
メ
ト
ロ
工
事
で
日
本
語
「
ノ
ー
キ
（
納

期
）」
の
使
用
に
象
徴
さ
れ
る
途
上
国
へ
の
技
術
移
転
と
と
も
に
、
日

本
企
業
も
円
借
款
事
業
を
通
し
て
成
長
で
き
る
。「
日
本
っ
て
国
は
捨

て
た
も
ん
じ
ゃ
な
い
。」
に
同
感
で
す
。
先
人
に
感
謝
で
す
。

（
岡
山
県
・
67
歳
・
男
性
・
無
職
）

﹇
9
月
号
へ
の
コ
メ
ン
ト
﹈ 

■
日
本
人
が
日
本
を
素
直
に
誇
り
に
思
え
る
よ
う
に
な
っ
た
ら
い
い
の

に
、
と
い
つ
も
思
っ
て
い
ま
す
。
何
か
と
政
府
関
連
の
事
業
は
批
判
ば

か
り
が
多
い
け
れ
ど
、
良
い
所
は
認
め
、
胸
を
張
っ
て
そ
の
活
動
を
も

っ
と
私
た
ち
に
知
ら
せ
て
欲
し
い
で
す
。
声
高
ら
か
に
吹
聴
し
な
く
て

も
、
き
っ
と
日
本
の
地
道
で
丁
寧
な
活
動
が
国
内
外
で
正
当
に
評
価
さ

れ
る
日
は
来
る
と
思
い
ま
す
。
そ
の
た
め
に
も
、日
本
国
内
全
体
の
〝
平

和
〞
や
〝
国
際
社
会
〞
に
対
す
る
意
識
を
敏
感
に
さ
せ
て
く
れ
る

J
IC
A
’s W

orld

が
も
っ
と
多
く
の
人
に
読
ま
れ
る
こ
と
を
期
待
し
ま

す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

（
東
京
都
・
29
歳
・
女
性
）

﹇
10
月
号
特
集
「
ニ
ッ
ポ
ン
で
学
ぶ
」
へ
の
コ
メ
ン
ト
﹈

■
日
本
が
こ
こ
ま
で
成
長
し
た
の
は
、Ｕ
Ｓ
Ａ
は
じ
め
国
際
社
会
か
ら
の

援
助
は
も
ち
ろ
ん
だ
が
、
我
々
日
本
人
の
物
事
に
対
す
る
ま
じ
め
さ
が

大
き
な
要
因
だ
と
思
う
。
途
上
国
の
人
た
ち
に
こ
の
日
本
人
の
真
面
目

さ
を
、
シ
ニ
ア
海
外
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
い
つ
か
伝
え
た
い
。

（
群
馬
県
・
44
歳
・
男
性
・
教
員
・
田
崎
潤
）

﹇
10
月
号
へ
の
コ
メ
ン
ト
﹈ 

■
ほ
ん
の
数
文
字
の
掲
載
に
心
が
留
ま
る
事
が
あ
り
ま
す
。
特
別
レ
ポ

ー
ト
の
北
澤
さ
ん
の
「
ボ
ー
ル
が
な
い
か
ら
ボ
ー
ル
を
贈
る
と
い
う
単

純
な
話
で
済
ま
せ
た
く
な
い
」「
ど
う
し
て
サ
ッ
カ
ー
ボ
ー
ル
が
な
い
ん

だ
ろ
う
、
そ
こ
で
踏
み
込
ん
で
考
え
て
も
ら
い
た
い
」。
国
際
援
助
に

対
し
て
こ
の
事
は
と
て
も
大
切
な
意
味
を
持
つ
と
思
い
ま
す
。
真
の
原

因
に
目
を
向
け
る
こ
と
こ
そ
、
真
の
援
助
に
な
る
の
で
は
な
い
か
と
思

い
ま
し
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
愛
知
県
・
61
歳
・
女
性
・
主
婦
）

NGO × JICA 
その力をひとつに

【お詫びと訂正】
本誌2009年11月号29ページ「JICA UPDATE 01」に「協力隊短期隊員として
パレスチナで活動した松田弥栄さん」とありますが、「ヨルダンのパレスチナ
難民キャンプで活動した松田弥栄さん」の誤りでした。お詫びして訂正いたします。
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　タイ北部チェンマイ市郊外の一角、
緑に囲まれた敷地内にたたずむ「バー
ンロムサイ」から、子どもたちの元気な
声が聞こえてくる。両親をＨＩＶ／エイ
ズで亡くし、自らも母子感染した5～17
歳までの孤児30人が、この施設で共
同生活を送る。
　感染による周囲の差別や偏見、虐
待などに苦しむ孤児のため、バーンロ
ムサイが設立されたのは今から10年
前。当初は、エイズの発症を抑える抗
HIV療法が普及しておらず、3年間で
10人の子どもが死亡する厳しい現実に
も直面した。それでも、タイ人・日本人スタ
ッフの奮闘と愛情に支えられ、今では
子どもたちも自分たちの「家」、「家族」
の中で、安心した日 を々送っている。

　ここでは、施設の自立運営を目指し、
敷地内の工房で衣類や雑貨作りにも
取り組んでいる。ミシンに向かうのは、
貧困家庭や山岳民族、またHIVに感
染し、職に就けない女性たちなど。活
動は、彼女たちの縫製技術の習得や
自立にもつながっている。
　ここから生まれた手織り布が優しい
味わいのブックカバーは、しおりについ
た山岳民族カレン族のビーズがアクセ
ント。衣類作りなどで出た布の切れ端
で作るクマの人形は、モン族の女性が
目と鼻、口をデザインしたものだ。
　洗練されたデザインと丁寧な縫製
が人気のこうした手作り製品が、チェ
ンマイのエイズ孤児や地域の女性た
ちの未来を支えている。

子どもたちの未来を支える手作り雑貨
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問：バーンロムサイ・ジャパン
TEL：046-875-8988　
URL：http://www.banromsai.jp/
手作り製品はHPで購入可能。

工房で衣類・雑貨作りに励む女性たち

タイ

＊手作り製品の販売や活動紹介などを行う「アンダーザツリ
ー・ハート・マーケット」を、2009年12月18日（金）～26日
（土）に六本木アクシスギャラリーで開催予定。

チェンマイ

★ブックカバーとクマの人形を各1人の方にプレゼント！
詳細は38ページへ→
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PROFILE
1964年埼玉県出身。大学在学中にラジオのパーソ
ナリティーとしてデビュー。その後、テレビ、ラジオ、講
演、執筆活動など幅広く活躍。髙田道場（代表髙田
延彦）主催の子ども向けチャリティーイベント「ダイヤ
モンドキッズカレッジ」ではMCとして、これまでに全国
で延べ3,500人の子どもたちと触れ合ってきた。

※一般財団法人民際センターによるタイ・ラオス・
カンボジアの子どもの就学を支援するプログラム。

MUKA I  AK I

　2002年のことです。友人の紹介で
行った病院の待合室で、偶然「ダルニ
ー奨学金※」のパンフレットを見つけま
した。手づくり感あふれる温かい誌
面。支援に携わる人たちの愛情がひ
しひしと伝わってきて、これこそ“顔の
見える支援”だと、とても感銘を受けた
のを覚えています。それまでも他の国
際協力関連団体に毎月寄付をしてい
ましたが、何か足りない、もっとできるこ
とがあるのではと、ずっと感じていて。
「私が探していたのはこれだ」と思い、
すぐに電話で問い合わせました。
　正直言うと、ボランティアをしたいと
いう気持ちは以前から強かったもの
の、上から目線の自己満足じゃないか
とか、単なる売名アピールだと思われ
るんじゃないかとか、心の中で葛藤も
あったんです。そんな私の背中を押し
てくれたのが、アメリカの代理母との出
会いでした。

　彼女は私に「何か人のためにでき
ることをずっと探していた。実現させて
くれてありがとう」と言ってくれたんで
す。心にも身体にも負担がかかる中
で、まさかそんな言葉を掛けてもらえる
とは想像もしていませんでした。その
彼女の真っすぐさに刺激されて、周り
の目なんて関係ない、今私ができるこ
とをしようと、自然に思えるようになった
んです。
　支援することになったタイの女の子
の写真を見たとき、びっくりしました。小
学生のころの私そっくりで（笑）。一気
に親戚気分になりましたね。事務局を
通して彼女から送られてくる手紙を読
みながら、病気していないかなとか、
頑張って勉強しているかなとか、いろ
いろな思いを巡らせてきました。
　実は、私はずっと「あしながおじさ
ん」でいいと考えていたのですが、ダ
ルニー奨学金の招きで、現在支援し

ている学生たちが来日することになり、
ついに対面が実現したんです。緊張
して冷たくなっていた指、私をずっと見
つめてくれていた瞳が忘れられませ
ん。会ってよかったです。
　彼女との会話で一番印象に残って
いるのは、「宝物は何ですか？」と尋ね
たとき、「お母さん」という答えが返って
きたことです。この年齢で迷わずそう
言える彼女の心の豊かさに感じ入りま
した。「私も自分の子どもにそう言って
もらえるように頑張るから。一緒に頑張
っていこうね」と約束して別れました。
　私にとって、ボランティアは日々の生
活の楽しみの一つになっています。少
しの応援で、世界の子どもたちの未来
が変わるかもしれない。それは、私た
ち自身の幸せにもつながることだと確
信しています。
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